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第３００図　１７８号遺構実測図および出土遺物実測図⑴

セクション位置：A－A'・B－B'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒色 多量の礫・少量のローム粒
2 黒褐色 多量のローム粒・少量のソフトローム
3 暗褐色 やや多量のソフトローム・少量のロームブロック（小）
4 暗褐色 ソフトローム主体・多量のローム粒・少量の焼土ブロック
5 暗褐色 多量のローム粒・少量のソフトローム・焼土粒
6 暗褐色 やや多量のソフトローム
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１７９号遺構
【検出位置】　セ７２区２Ｂ－Ｄ３
【種別】　竪穴状遺構
【規模ほか】　長軸２．０６ｍ・短軸１．０４ｍ・深さ１３㎝。形状は楕円形？。南側は調査区外（第３０２図）。
【出土遺物】　１５点・５６５ｇの礫が出土している。すべてに被熱のあとがみられる。土器は、３点・１７
ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いのもののみである。いずれも条痕文系のものである
ことから、当該時期を１７９号遺構の帰属時期とみる。ただし、図示できるような資料ではなかった。
１８０号遺構
【検出位置】　セ７２区２Ａ－Ｄ４、３Ａ－Ｃ３
【種別】　竪穴状遺構
【規模ほか】　長軸２．５０ｍ・短軸２．４８ｍ・深さ４４㎝。形状は円形（第３０２図）。
【覆土】　暗褐色土を主体とする。ローム粒を含むものが多い。
【重複関係】　古墳周溝との重複により遺構中央の覆土および東側壁面一部を欠失する。
【出土遺物】　２５２点・３，７１４ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。土器
は、１点・３ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いである。唯一の出土土器が条痕文系の
ものであることから、当該時期を１８０号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　第３０２図１は条痕文系深鉢形土器の胴部破片である。
１８１号遺構
【検出位置】　セ７２区２Ｂ－Ｂ２・Ｂ４、３Ｂ－Ａ１・Ａ３
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸６．１８ｍ・短軸５．５６ｍ・深さ９１㎝。燃焼面５箇所（第３０３図）。
【覆土】　暗褐色土・暗赤褐色土などを主体とする。ローム粒・焼土粒を含むものが多い。一部に貝
層がみられる。貝層は遺構覆土の中央部分にアメーバ状に展開し、長軸５５０・短軸４５０・厚さ６６㎝ほど
の規模で形成されていた。貝層は土の混入量や貝種の違いから分けられる６層からなり、貝の密度が
高く良好な保存状態を保っていたことから、その一部を接状剥離し保存資料とした。
【その他】　周囲に竪穴状の掘り込みがある。
【重複関係】　古墳周溝との重複により遺構南側の覆土（貝層）の一部を欠失する。
【出土遺物】　６４９点・３０，２９９ｇの礫が出土している。このうち９８．４％に被熱のあとがみられる。石
器は、９点出土している。うちわけは、石鏃６点・石鏃未製品２点・尖頭器１点、このほか黒曜石・
チャートの剥片８点がある。土器は、１，８７６点・４６，８２８ｇ出土している。取り上げ方法は、平面・垂
直位置を記録した点あげ、一括扱いの両方がある。遺物は壁面付近をのぞく覆土の中央部、その上層
から中層部分に多く出土している。土器のうちわけは、撚糸文系、条痕文系、一部に縄文が施文され
る条痕・縄文、羽状縄文系などである。このうち主体を占めるのは、条痕文系のもので全体の９９．２％
あり、当該時期を１８１号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第３０６図１・２、第３０７図３～７・第３０８図８～１３・
第３０９図１４～１９・第３１０図２０～２９・第３１１図３０～４０・第３１２図４１～４３に、覆土一括扱いのものを第３１２図
４４～５６・第３１３図５７～６９・第３１４図７０～９４・第３１５図９５～１０６・第３１６図１０７～１２１・第３１７図１２２～１３５・第
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第３０２図　１７９・１８０号遺構実測図および出土遺物実測図

第３０１図　１７８号遺構出土遺物実測図⑵

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗褐色 少量のソフトローム
2 暗褐色 少量のソフトローム・ローム粒
3 暗褐色 多量のローム粒・やや多量のソフトローム
4 暗褐色 多量のソフトローム
5 明褐色 多量のソフトローム・ローム粒
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第３０３図　１８１号遺構実測図

セクション位置：A－A'
No. 種別（土の混じり具合） 主体貝 その他の貝 備考
Ⅰ 混土貝層 ハマグリ・ハイガイ
Ⅱ 混貝土層 マガキ・マテガイ
Ⅲ 混土貝層 ハマグリ・ハイガイ・マテガイ
Ⅳ 純貝層 ハマグリ マテガイ層状

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒色 撹乱か？
2 黒褐色 少量のソフトローム
3 黒褐色 やや多量のローム粒
4 暗褐色 多量のローム粒
5 黒褐色 少量のソフトローム・焼土粒
6 暗褐色 多量のローム粒・少量の焼土粒
7 赤灰色 主に焼土・やや多量の灰
8 暗褐色 多量のローム粒・少量のソフトローム
9 暗赤褐色 ロームブロック（小）主体・少量の焼土粒
10 黄褐色 ソフトローム主体
11 暗赤褐色 多量の焼土粒・ローム
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第３０４図　１８１号遺構内貝層実測図

セクション位置：C－C'
No. 種別（土の混じり具合） 主体貝 その他の貝 備考
Ⅰ 混貝土層 少量のハマグリ 撹乱
Ⅱ 混土貝層 ハマグリ ハイガイ・マテガイ
Ⅲ 純貝層 ハマグリ マテガイ層状
Ⅳ 混土貝層～純貝層 ハマグリ ハイガイ・マテガイ
Ⅴ 純貝層 ハマグリ
Ⅵ 混土貝層 ハマグリ
Ⅶ 混土貝層 ハマグリ

セクション位置：C－C'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色
2 黒色 少量のハマグリ
3 暗褐色 やや多量のローム粒
4 黒色 少量のローム粒
5 黒色
6 暗褐色 多量のローム粒
7 黒褐色 少量のソフトローム
8 黒赤褐色 焼けたロームブロック（小）主体・少量のロームブロック
9 ロームブロック主体
10 暗褐色 ロームブロック主体・少量の黒色土
11 暗赤褐色 焼けたロームブロック（小）主体・少量のロームブロック
12 ロームブロック主体
13 黒褐色 少量のソフトローム・焼土粒
14 暗褐色 多量のローム粒・少量のソフトローム
15 暗赤褐色 ロームブロック（小）主体・少量の焼土粒
16 暗褐色 多量のソフトローム・少量のローム粒
17 黒褐色 少量のローム粒
18 暗褐色 多量のローム粒
19 暗褐色 多量のローム粒
20 暗褐色 少量のソフトローム
21 暗褐色 多量のソフトローム・ローム粒・少量の焼土粒

セクション位置：B－B'
No. 種別（土の混じり具合） 主体貝 その他の貝 備考
Ⅰ 混土貝層 ハマグリ 少量のマテガイ・ハイガイ
Ⅱ 純貝層 ハマグリ 少量のハイガイ・マテガイ層状
Ⅲ 純貝層 マテガイ
Ⅳ 混貝土層 少量のハマグリ・ハイガイ・マテガイ
Ⅴ 混貝土層 少量のハマグリ・ハイガイ・マテガイ
Ⅵ 混貝土層（暗褐色） 少量のハマグリ

セクション位置：B－B'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗褐色 やや粗い
2 暗褐色 多量のロームブロック・やや多量の焼土
3 暗赤褐色 多量のソフトローム・焼土粒・焼土ブロック
4 暗褐色 ロームブロック・少量の焼土
5 黒褐色 少量のソフトローム
6 暗褐色 多量のロームブロック・ローム粒・少量の焼土粒
7 黒褐色 少量のソフトローム・ローム粒
8 黒褐色 少量のソフトローム
9 暗褐色 多量のブロック状のソフトローム
10 暗褐色 少量のソフトローム
11 暗褐色 多量のソフトローム
12 暗褐色 少量のソフトローム・ロームブロック
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第３０５図　１８１号遺構内貝層サンプル採取地点および遺物出土状況図
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第３０６図　１８１号遺構出土遺物実測図⑴

－354－



1

2

3

4

5

6

7

第３０７図　１８１号遺構出土遺物実測図⑵
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第３０８図　１８１号遺構出土遺物実測図⑶
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第３０９図　１８１号遺構出土遺物実測図⑷
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第３１３図　１８１号遺構出土遺物実測図⑻
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第３１４図　１８１号遺構出土遺物実測図⑼
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第３１５図　１８１号遺構出土遺物実測図⑽
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第３１６図　１８１号遺構出土遺物実測図⑾

－364－



107

108

109

110
111

112

113

114

115

116

117

118

119

120
121

122

123 124

125

126

127 128

129

130

131

132
133

134
135

第３１７図　１８１号遺構出土遺物実測図⑿
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３１８図１３６～１３９に示した。１は口経３５２㎜・器高３９０㎜・底径５６㎜を測る平縁の条痕文系深鉢形土器の
ほぼ完形個体である。器形は胴部に屈曲の少ないバケツ状。口縁下に刺突文を付す横位隆帯を施し、
口唇部に刺突をめぐらす。外面・内面ともに横・斜方向に、底面にも条痕文を施す。２～１１・４４～７９
は条痕文系深鉢形土器の口縁部、１２～３９・８０～１２９は胴部、４０～４３・１３０～１３５は底部の破片である。
２は推定口径３０４㎜・現存器高２３７㎜を測る平縁の個体で、文様は凹線による縦位・横位の直線文、曲
線文を主体とする。３は推定口径２６５㎜・現存器高２１６㎜を測る緩やかな波状口縁をもつ個体で、文
様は凹線による曲線文を主体とし文様間に刺突文列を施すものである。４は縦位・斜位の幅広の浅
い押し引き沈線文がみられる。５は凹線による直線・曲線文を主体とする。１２は現存器高２１５㎜・推
定胴部最大径２７６㎜を測る個体で、文様は微隆帯による区画内に連続刺突文を充填するもの。１３は現
存器高１５９㎜・推定胴部最大径２９２㎜を測る個体で、文様は微隆帯による区画内に連続刺突文を充填す
るもの。１４は現存器高２１４㎜・推定胴部最大径３３０㎜を測る個体で、文様は浅い凹線による菱形区画内
に連続刺突文を充填するもの。２０は現存器高１６０㎜・推定胴部最大径２９２㎜を測る個体で、文様は凹線
による曲線文が主体。４０は現存器高７６㎜を測る底部で、底面は丸底。４３は推定底径１０６㎜を測る底部
で、底面は上げ底である。５９は環状把手で、凹線による縦位の曲線文を施す。６７は凹線による格子状
文がみられる。１０５は現存器高１２４㎜・推定胴部最大径２０５㎜を測る屈曲部に浅い刺突がめぐるもの。
１０６は現存器高１４７㎜・推定胴部最大径２２４㎜を測る横位隆帯があるもの。１１１・１１２・１１４は外面や内面
の一部に縄文を施文するものである。１３１は現存器高７０㎜・推定底径１０５㎜を測る平底の底部である。
１３６・１３７は羽状縄文系深鉢形土器の胴部破片である。
　出土石器を第３１８図１４０～１４８に示した。１４０～１４５は、チャート・黒曜石・無斑晶ガラス質安山岩・
頁岩製の石鏃である。１４６・１４７は黒曜石製石鏃の未製品である。１４８は最大長３４．５㎜を測る黒曜石製
の尖頭器である。
１８２号遺構
【検出位置】　セ７２区２Ｂ－Ｄ１、３Ｂ－Ｃ１
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸５．７７ｍ・短軸４．４４ｍ・深さ５４㎝。燃焼面１箇所（第３１９図）。
【覆土】　暗褐色土・黒褐色土などを主体とする。ローム粒・ロームブロック、焼土粒を含むものが
多い。一部に貝層がみられる。貝層は遺構覆土の北東部１・南東部３箇所に、長軸３７０・短軸８４・厚
さ２６㎝ほどの規模で形成されていた。
その他　周囲に竪穴状の掘り込みがある。
【重複関係】　木棺墓との重複により遺構の壁面や基底面の一部を欠失する。南側は調査区外。
【出土遺物】　２０９点・９，５２３ｇの礫および礫石器が出土している。このうち９７％に被熱のあとがみら
れる。石器は、３点出土している。うちわけは、石皿２点・石鏃未製品１点である。土器は、３０８点・
５,５２９ｇ出土している。取り上げ方法は、平面・垂直位置を記録した点あげ、一括扱いの両方がある。
うちわけは、条痕文系、一部に縄文が施される条痕・縄文、羽状縄文系などである。このうち主体を
占めるのは、条痕文系のもので全体の９５．９％あり、当該時期を１８２号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第３２０図１に、覆土一括扱いのものを第３２０図２～
１４・第３２１図１５～２９に示した。１～１４は条痕文系深鉢形土器の口縁部、１５～２６は胴部破片である。１
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第３１９図　１８２号遺構実測図⑴

第３１８図　１８１号遺構出土遺物実測図⒀
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第３２０図　１８２号遺構実測図⑵および出土遺物実測図⑴

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色 少量のソフトローム
2 暗褐色 かなり多量のソフトローム
3 黒色
4 黒褐色 少量のソフトローム
5 黒色
6 黒褐色 少量のソフトローム
7 少量の焼土ブロック
8 黒褐色 少量のソフトローム・ローム粒

セクション位置：B－B'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗褐色 少量のロームブロック（小）・ローム粒
2 暗褐色 多量のソフトローム・ロームブロック（小） 地山
3 黒褐色 少量のローム粒・焼土粒
4 暗褐色 少量の焼土粒
5 暗褐色 やや多量のロームブロック（小）・焼土ブロック
6 明褐色 ソフトローム主体

セクション位置：A－A'
No. 種別（土の混じり具合） 主体貝 その他の貝 備考
Ⅰ 混貝土層

セクション位置：B－B'
No. 種別（土の混じり具合） 主体貝 その他の貝 備考
Ⅰ 混貝土層
Ⅱ 混土貝層
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第３２１図　１８２号遺構出土遺物実測図⑵
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は炉穴焼土面近くの基底面付近から出土した平縁の口縁部で、文様は微隆帯による三角形・菱形区画
内に刺突文を充填するものである。２は縦位・斜位の連続刺突文がみられる。４は幅広の凹線による
曲線文を主体的な文様とする。２３は外面に縄文を施すもの。２７～２９は羽状縄文系・関山式深鉢形土器
の口縁部・胴部・底部の破片である。出土石器のうち主なものを第３２１図３０・３１に示した。３０は最大
長１５．４㎜を測る黒曜石製の石鏃未製品である。３１は多孔質輝石安山岩製の石皿破片である。
１８３号遺構
【検出位置】　セ７２区３Ｂ－２Ａ
【種別】　竪穴状遺構
【規模ほか】　長軸２．３１ｍ・短軸１．９５ｍ・深さ２２㎝（第３２２図）。
【覆土】　黒褐色土・暗褐色土などを主体とする。焼土を含むものがみられる。一部に貝層がみられ

第３２２図　１８３号遺構実測図・遺物出土状況図および出土遺物実測図

セクション位置：A－A'・B－B'
No. 種別（土の混じり具合） 主体貝 その他の貝 備考
Ⅰ 混貝土層

セクション位置：A－A'・B－B'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗褐色 少量の焼土
2 黒褐色
3 明褐色 多量のソフトローム
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る。貝層は遺構覆土の中心部分に、長軸８８・短軸１６・厚さ１４㎝ほどの規模で形成されていた。覆土上
層に堆積した貝の密度の低い混貝土層である。
【出土遺物】　１０点・１８３ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。土器は、
３２点・５９８ｇ出土している。取り上げ方法は、平面・垂直位置を記録した点あげのみである。遺物は、
遺構の中央部よりやや東側、覆土の上層から出土している。土器のすべてが条痕文系のものであるこ
とから、当該時期を１８３号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器を第３２２図１～８に示した。これらは条痕文系深鉢形土器の口縁部および胴部
破片である。
１８４号遺構
【検出位置】　セ７２区３Ｂ－Ａ４
【種別】　竪穴状遺構
【規模ほか】　長軸５．４５ｍ・短軸５．１５ｍ・深さ３６㎝（第３２３図）。
【覆土】　暗褐色土・明褐色土などを主体とする。ローム粒・ロームブロック、焼土を含むものが多
い。一部に貝層がみられる。貝層は遺構覆土の中心部と北側・南東側の３箇所に、長軸３８０・短軸
１７０・厚さ２１㎝ほどの規模で形成されていた。覆土上層に堆積した貝の密度の比較的高い混土貝層で
ある。
【重複関係】　古墳周溝との重複により遺構北側および南側壁面の一部を欠失する。
【出土遺物】　２７４点・１０，８９７ｇの礫および礫石器が出土している。このうち８７．５％に被熱のあとがみ
られる。石器は、４点出土している。うちわけは、石鏃１点、石錐１点、磨石・敲石１点、磨石１
点、このほか頁岩の剥片１点である。土器は、５５５点・９，６６２ｇ出土している。取り上げ方法は、平
面・垂直位置を記録した点あげ、一括扱いの両方がある。遺物は遺構北側の壁面近く、覆土上層を中
心に出土している。土器のうちわけは、撚糸文系・条痕文系・羽状縄文系などである。このうち主体
を占めるのは、条痕文系のもので全体の９９．２％あり、当該時期を１８４号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第３２４図１～１３に、覆土一括扱いのものを第３２４図
１４～２１・第３２５図２２～４９・第３２６図５０～５９に示した。１～４・１４～２７は条痕文系深鉢形土器の口縁部、
５～１３・２８～５４は胴部、５５～５７は底部の破片である。１は平縁の深鉢形土器で、文様は凹線による曲
線文、縦位・斜位の直線文を主体とする。文様帯は楕円刺突を付す横位隆帯で区画する。口唇部前後
面に浅い刺突をめぐらせる。４４は縦位・横位の凹線文、屈曲部に楕円刺突文がみられる。５８は撚糸文
系深鉢形土器の胴部破片である。
　出土石器を第３２６図６０～６３に示した。６０は最大長３１．６㎜を測るチャート製の石鏃である。６１は最大
長２７．１㎜を測るチャート製の石錐である。６２は最大長１２１㎜を測る砂岩製の磨石・敲石である。６３は
デイサイト製磨石である。
１８５号遺構
【検出位置】　セ７２区３Ｂ－Ｃ１・Ｃ２
【種別】　竪穴状遺構
【規模ほか】　長軸３．３９ｍ・短軸３．２９ｍ・深さ１４㎝。南側は調査区外（第３２７図）。
【覆土】　黒褐色土・暗褐色土などを主体とする。ローム粒・焼土粒を含む層がみられる。一部に貝
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第３２３図　１８４号遺構実測図・遺物出土状況図

セクション位置：B－B'
No. 種別（土の混じり具合） 主体貝 その他の貝 備考
Ⅰ 混貝土層 ハマグリ 少量のマテガイ・マガキ

セクション位置：B－B'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗褐色 少量のローム粒
2 暗褐色 やや多量のローム粒・少量のソフトローム・焼土粒
3 暗褐色 多量のソフトローム・少量の焼土粒
4 明褐色 ソフトローム主体
5 暗褐色 少量のソフトローム
6 明褐色 ソフトローム主体
7 明褐色 多量のソフトローム

セクション位置：A－A'
No. 種別（土の混じり具合） 主体貝 その他の貝 備考
Ⅰ 混土貝層 ハマグリ 少量のマテガイ・マガキ

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗褐色 少量のローム粒
2 暗褐色 多量のローム粒
3 暗褐色 少量のローム粒・ソフトローム
4 暗褐色 多量のローム粒・ロームブロック（小）
5 暗褐色 多量のソフトローム・少量のローム粒
6 暗褐色 多量のソフトローム・少量のローム粒
7 暗褐色 多量のソフトローム
8 明褐色 ソフトローム主体・少量のロームブロック（小）
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第３２４図　１８４号遺構出土遺物実測図⑴
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第３２５図　１８４号遺構出土遺物実測図⑵
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第３２６図　１８４号遺構出土遺物実測図⑶
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層がみられる。貝層は遺構覆土の中心部南西側部分に、長軸２１６・短軸１２０・厚さ２６㎝ほどの規模で形
成されていた。貝層は床面付近から堆積する貝の密度の高い純貝層～混土貝層である。
【重複関係】　古墳周溝との重複により遺構の北側部分を欠失する。
【出土遺物】　１６５点・４，４９５ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。土器
は、４０３点・１２，１６３ｇ出土している。取り上げ方法は、平面・垂直位置を記録した点あげ、一括扱い
の両方がある。遺物は遺構の中央部、覆土上層～中層より多く出土した。土器のうちわけは、条痕文
系、一部に縄文を施す条痕・縄文、羽状縄文系、加曽利Ｂ式などである。このうち主体を占めるの
は、条痕文系のもので全体の９７．９％あり、当該時期を１８５号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第３２７図１、第３２８図２、第３２９図３・４、第３３０図
５～１０、第３３１図１１～１３に、覆土一括扱いのものを第３３１図１４～３４、第３３２図３５～５７、第３３３図５８～６５に
示した。１～５・１４～２６は条痕文系深鉢形土器の口縁部、６～１３・２７～６２は胴部、６３は底部の破片で
ある。１は平縁の深鉢形土器で、文様は凹線による曲線文・直線文、凹線間微隆帯上に円形文が施さ
れる。屈曲部には刺突がめぐる。口唇部前後面には刺突を施す。２は推定口径４０６㎜・現存器高３００㎜
を測る平縁の深鉢形土器である。文様の主体は縦位・横位の凹線文。口縁直下に二箇所の穿孔がみら
れる。口唇部前後面にはキザミを付す。３は推定口径４２９㎜・現存器高２５４㎜を測る緩い波状口縁の深
鉢形土器である。微隆帯による菱形もしくは三角形区画内に刺突文を充填。微隆帯上に円形文を配
す。屈曲部には刺突をめぐらせ、口唇部前後面にも刺突を施す。５は推定口径２０７㎜・現存器高２６６㎜
を測る緩い波状口縁の深鉢形土器である。縦位・斜位の押し引き沈線もしくは連続刺突文を主な文様
とする。横位隆帯上には楕円刺突を配し、口唇部前後面には刺突を施す。１０は現存器高９０㎜・胴部最
大径２７８㎜を測るもので、凹線による区画内を刺突文で充填、区画のコーナー部にはハイガイ殻頂部
の圧痕を施す。屈曲部には楕円刺突をめぐらす。４９・５０は外面に縄文を施す。６４は羽状縄文系・花積
下層式とみられる胴部破片である。６５は加曽利Ｂ式の鉢形土器口縁部破片とみられる。
１８６号遺構
【検出位置】　セ７２区３Ａ－Ｃ４
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸０．８６ｍ・短軸０．６１ｍ・深さ３４㎝。形状はピット状（第３３４図）。
【覆土】　覆土中にわずかに貝ブロックを含むとの所見あり。
【重複関係】　古墳周溝と重複。その基底面より検出する。
【出土遺物】　１１点・２４８ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。土器は、
６点・１０８ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いのもののみである。うちわけは、条痕文
系・不明などである。このうち主体を占めるのは、条痕文系のもので全体のおよそ９３％あり、当該時
期を１８６号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第３３４図１～３に示した。１・２は条痕文系深鉢形土器の
胴部破片である。
１８７号遺構
【検出位置】　セ７２区３Ａ－Ｃ４・Ｄ３、３Ｂ－Ａ２・Ｂ１
【種別】　土坑
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第３２７図　１８５号遺構実測図・遺物出土状況図および出土遺物実測図⑴

セクション位置：B－B'
No. 種別（土の混じり具合） 主体貝 その他の貝 備考
Ⅰ 純貝層 ハマグリ 少量のマテガイ

セクション位置：B－B'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色
2 黒褐色 少量のローム粒・焼土粒
3 暗褐色 少量のソフトローム

セクション位置：A－A'
No. 種別（土の混じり具合） 主体貝 その他の貝 備考
Ⅰ 純層貝 ハマグリ 少量のマテガイ
Ⅱ 混土貝層 ニシガイ・ハマグリ

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗褐色 少量のローム粒・ロームブロック（小）
2 黒褐色 少量のローム粒
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第３２８図　１８５号遺構出土遺物実測図⑵
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第３２９図　１８５号遺構出土遺物実測図⑶
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第３３０図　１８５号遺構出土遺物実測図⑷
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第３３１図　１８５号遺構出土遺物実測図⑸
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第３３２図　１８５号遺構出土遺物実測図⑹
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【規模ほか】　長軸１．７８ｍ・短軸１．０６ｍ・深さ４４㎝。形状は楕円形（第３３４図）。
【覆土】　黒褐色土・暗褐色土などを主体とする。ローム粒・ロームブロックを含む。
【重複関係】　古墳周溝と重複により、東側の一部を欠失する。
【出土遺物】　土器は、９点・９８ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いのもののみであ
る。うちわけは、条痕文系・不明などである。このうち主体を占めるのは、条痕文系のもので全体の
およそ５４％あり、当該時期を１８７号遺構の帰属時期とみる。ただし、図示できるような資料はなかっ
た。
１８８号遺構
【検出位置】　セ７２区３Ａ－Ｂ４
【種別】　炉穴？
【規模ほか】　長軸１．１２ｍ・短軸０．６９ｍ・深さ７㎝。形状は楕円形（第３３５図）。
【覆土】　ローム粒・焼土粒を含む黒褐色土。
【出土遺物】　土器は、１１点・８３ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いのもののみであ
る。主体を占めるのは、そのすべてが条痕文系のものであることから、当該時期を１８８号遺構の帰属
時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第３３５図１～３に示した。いずれも条痕文系深鉢形土器の
胴部破片である。
１８９号遺構
【検出位置】　セ７２区４Ａ－Ａ３
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸１．６３ｍ・短軸１．２２ｍ・深さ９３㎝。形状は楕円形（第３３５図）。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
１９０号遺構
【検出位置】　セ７２区４Ａ－Ｃ1
【種別】　土坑？
【規模ほか】　長軸１．９８ｍ・短軸０．８２ｍ・深さ１０㎝。形状は長楕円形（第３３５図）。
【覆土】　黒色土・明褐色土を主体とする。多量のロームブロック含む。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
１９１号遺構
【検出位置】　セ７２区４Ａ－Ｃ１
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸２．４２ｍ・短軸１．４５ｍ・深さ４３㎝。形状は楕円形（第３３５図）。
【覆土】　黒褐色土・明褐色土を主体とする。ロームブロック・ローム粒を多く含む。
【出土遺物】　２点・２４９ｇの礫が出土している。このうち３１．７％に被熱のあとがみられる。土器は、
３０点・５１２ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いのもののみである。そのすべてが条痕文
系のものであることから、当該時期を１９１号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第３３５図４～１０に示した。いずれも条痕文系深鉢形土器の
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第３３４図　１８６・１８７号遺構実測図および出土遺物実測図

第３３３図　１８５号遺構出土遺物実測図⑺

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色 少量のローム粒
2 暗褐色 ソフトローム主体・多量のローム粒
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第３３５図　１８８・１８９・１９０・１９１号遺構実測図および出土遺物実測図

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色 多量のロームブロック（小）・ローム粒
2 明褐色 ソフトローム主体・多量のロームブロック（小）

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色 少量のソフトローム・焼土粒 床面わずかに燃焼

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒色 やや多量のソフトローム
2 明褐色 かなり多量のソフトローム 有り
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口縁部および胴部破片である。
１９２号遺構
【検出位置】　セ７２区３Ａ－Ｄ４
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸１．７０ｍ・短軸１．２７ｍ・深さ１８㎝。形状は楕円形（第３３６図）。
【覆土】　黒褐色土・暗褐色土を主体とする。ロームブロック・粒を含む。
【出土遺物】　１点・３３ｇの被熱のあとがみられる礫が出土している。土器は、４点・９４ｇ出土して
いる。取り上げ方法は、覆土一括扱いのもののみである。そのすべてが条痕文系のものであることか
ら、当該時期を１９２号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第３３６図１・２に示した。条痕文系深鉢形土器の口縁部お
よび胴部破片である。
１９３号遺構
【検出位置】　セ７２区３Ａ－Ｄ４
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸１．３１ｍ・短軸１．１９ｍ・深さ３０㎝。形状は円形（第３３６図）。
【覆土】　黒褐色土・暗褐色土などを主体とする。ロームブロック・ローム粒を多く含む。
【出土遺物】　３点・１３ｇの礫が出土している。すべてに被熱のあとがみられる。石器は、黒曜石の
剥片１点がある。覆土一括扱いで取り上げた土器１点・８ｇが出土している。この土器が条痕文系の
ものであることから、当該時期を１９３号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　第３３６図３は条痕文系深鉢形土器の胴部破片である。
１９４号遺構
【検出位置】　セ７２区４Ａ－Ｃ３
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸１．６６ｍ・短軸１．１４ｍ・深さ４３㎝。形状は楕円形（第３３６図）。
【覆土】　暗褐色土・黒褐色土などを主体とする。ロームブロック・ローム粒を含む。
【出土遺物】　土器は、５点・５３ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いのもののみであ
る。そのすべてが条痕文系のものであることから、当該時期を１９４号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第３３６図４～６に示した。いずれも条痕文系深鉢形土器の
胴部破片である。
１９５号遺構
【検出位置】　セ７２区３Ｂ－Ｂ１
【種別】　竪穴状遺構
【規模ほか】　長軸２．６８ｍ・短軸２．１１ｍ・深さ２９㎝。形状はイチジク状。一部に貝層がみられる。貝
層は遺構覆土の南西部分に、長軸３４・短軸１８・厚さ６㎝ほどの規模で形成されていた（第３３７図）。
【覆土】　暗褐色土・黒褐色土などを主体とする。ロームブロック・ローム粒を含む。
【出土遺物】　６８点・１，８７３ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。土器
は、７２点・１，３９１ｇ出土している。取り上げ方法は、平面・垂直位置を記録した点あげ、一括扱いの
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第３３６図　１９２・１９３・１９４号遺構実測図および出土遺物実測図

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色
2 暗褐色 少量のソフトローム
3 暗褐色 多量のソフトローム・少量のローム粒

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色 少量のソフトローム
2 暗褐色 多量のソフトローム・ローム粒

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒色 多量のローム粒
2 黒褐色 多量のローム粒
3 暗褐色 多量のソフトローム
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第３３７図　１９５号遺構実測図・遺物出土状況図および出土遺物実測図

セクション位置：A－A'・B－B'
No. 種別（土の混じり具合） 主体貝 その他の貝 備考
Ⅰ 混土貝層（黒色） マガキ

セクション位置：A－A'・B－B'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色 少量のローム粒・ソフトローム
2 暗褐色 多量のソフトローム
3 黒褐色 多量のローム粒
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両方がある。そのすべてが条痕文系のものであることから、当該時期を１９５号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第３３７図１に、覆土一括扱いのものを第３３７図２～
１４に示した。１は遺構中央部、覆土の上層から出土した条痕文系深鉢形土器の底部で、現存器高８６㎜
を測る。形状は尖底である。２は環状把手部の破片で、文様は凹線による区画内に円形刺突文を充
填、要所にハイガイ殻頂部圧痕を施すもの。刺突を付す横位隆帯がめぐる。また把手口唇部にも刺突
がめぐる。３～５は口縁部、６～１２は胴部、１３・１４は平底の底部破片である。
１９６号遺構
【検出位置】　セ７２区３Ｂ－Ｂ２・Ｂ４、４Ｂ－Ａ１・Ａ３
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸２．７２ｍ・短軸２．５５ｍ・深さ７９㎝。燃焼面３箇所（第３３８図）。
【覆土】　黒褐色土・黒色土などを主体とする。ローム粒・焼土粒を含むものが多い。一部に貝層が
みられる。貝層は遺構覆土の中心部分に、長軸１９６・短軸１７０・厚さ８１㎝ほどの規模で形成されてい
た。貝層は遺構基底面近くまで堆積し、貝の密度の高い純貝層～混土貝層からなる。
【出土遺物】　７３点・２，２２２ｇの礫および礫石器が出土している。このうち９２．２％に被熱のあとがみら
れる。石器は、磨石１点出土している。土器は、３１４点・５，７６２ｇ出土している。取り上げ方法は、覆
土一括扱いのもののみである。うちわけは、条痕文系・羽状縄文系などである。このうち主体を占め
るのは、条痕文系のもので全体のおよそ９９％あり、当該時期を１９６号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第３３８図１～９・第３３９図１０～２９・第３４０図３０～４９に示し
た。１～９は条痕文系深鉢形土器の口縁部、１０～４６は胴部、４７・４８は底部の破片である。９は推定口
径１９８㎜・現存器高１４４㎜を測る口縁がやや波状をなすもので、外面は斜方向に、内面は横・斜方向に
条痕文を施す。１９は横位・斜位の連続刺突文がみられるものである。４９は羽状縄文系深鉢形土器の胴
部破片である。出土石器は第３４０図５０に示した。輝石安山岩製の磨石である。
１９７号遺構
【検出位置】　セ７２区４Ａ－Ｄ１
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸１．７４ｍ・短軸１．０１ｍ・深さ１６㎝。形状は楕円形（第３４１図）。
【覆土】　黒褐色土・明褐色土などを主体とする。ローム粒・ロームブロックを含む。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
１９８号遺構
【検出位置】　セ７２区４Ａ－Ｄ２
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸１．８０ｍ・短軸０．８４ｍ・深さ１７㎝。主軸方向　４０°。焼土の痕跡は希薄である（第
３４１図）。
【覆土】　黒色土・暗褐色土などを主体とする。ローム粒を含むものが多い。
【出土遺物】　覆土一括扱いで取り上げた土器１点・２３ｇが出土している。この土器が条痕文系のも
のであることから、当該時期を１９８号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　第３４１図１は条痕文系深鉢形土器の胴部破片である。表裏面ともに条痕文は明瞭でなく
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第３３８図　１９６号遺構実測図および出土遺物実測図⑴

セクション位置：A－A'
No. 種別（土の混じり具合） 主体貝 その他の貝 備考
Ⅰ 混貝土層（黒褐色土） 少量のハマグリ
Ⅱ 混貝土層（黒褐色土） 少量のハマグリ
Ⅲ 純貝層 マテガイ 破砕層
Ⅳ 純貝層 ハマグリ
Ⅴ 混土貝層（少量の黒色土） ハマグリ
Ⅵ 純貝層 マテガイ 破砕層
Ⅶ 純貝層 ハマグリ
Ⅷ 純貝層 マテガイ 破砕層
Ⅸ 混土貝層（少量の黒色土） ハマグリ マテガイ 破砕層
Ⅹ 純貝層 マテガイ 破砕層Ⅸ

純貝層 マテガイ 破砕層

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色 少量のローム粒・焼土粒 欠く
2 黒褐色 少量のロームブロック（小）・ローム粒・焼土粒 有り

セクション位置：B－B'
No. 種別（土の混じり具合） 主体貝 その他の貝 備考
Ⅰ 混土貝層（少量の黒色土） ハマグリ
Ⅱ 混土貝層（黒褐色土） ハマグリ
Ⅲ 混貝土層（多量の黒色土） 少量のハマグリ
Ⅳ 純貝層 マテガイ 破砕層
Ⅴ 純貝層 ハマグリ
Ⅵ 純貝層 マテガイ 破砕層
Ⅶ 混土貝層（少量の黒色土） ハマグリ 少量の破砕マテガイ
Ⅷ 純貝層 マテガイ 破砕層
Ⅸ 純貝層 ハマグリ
Ⅹ 混貝土層（多量の黒色土） 少量のハマグリ

セクション位置：B－B'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒色
2 黒褐色 少量のローム粒・焼土粒
3 黒褐色 ロームブロック（小）・ローム粒・焼土粒
4 黒色 少量のローム粒
5 黒褐色 少量のローム粒
6 黒褐色 やや少量のローム粒・焼土粒
7 黒色 少量のローム粒・焼土粒
8 暗褐色 多量のローム粒・少量のロームブロック（小）・焼土粒
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第３３９図　１９６号遺構出土遺物実測図⑵
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第３４０図　１９６号遺構出土遺物実測図⑶
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ナデ痕をのこす。
１９９号遺構
【検出位置】　セ７３区Ｂ２－Ｆ
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸１．３８ｍ・短軸１．２２ｍ・深さ７０㎝（第３４１図）。
【覆土】　暗茶褐色土を主体とする。ローム粒・焼土粒を多く含む。
【出土遺物】　被熱した１点・８８ｇの礫が出土している。覆土一括扱いで取り上げた土器１点・８ｇ
が出土している。この土器が条痕文系のものであることから、当該時期を１９９号遺構の帰属時期とみ
る。
【遺物説明】　第３４１図２は条痕文系深鉢形土器の胴部破片である。内外面ともに斜方向に条痕が施さ
れる。
２００号遺構
【検出位置】　セ７３区Ｃ３－Ｐ
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸２．０１ｍ・短軸１．４７ｍ・深さ５５㎝。形状は円形（第３４２図）。
【覆土】　暗褐色土・暗茶褐色土などを主体とする。少量の焼土粒を含む層が多い。
【出土遺物】　被熱した１点・１１０ｇの礫が出土している。石器は、黒曜石の剥片１点がある。土器
は、２６点・３６４ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いのもののみである。そのすべてが条
痕文系のものであることから、当該時期を２００号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第３４２図１～６に示した。いずれも条痕文系深鉢形土器の
口縁部および胴部破片である。
２０１号遺構
【検出位置】　セ７３区Ｃ３－Ｐ
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸１．０７ｍ・短軸０．７６ｍ・深さ１９㎝。主軸方向３４°。燃焼面１箇所（第３４１図）。
【覆土】　暗褐色土・赤褐色土などを主体とする。焼土粒の混入がみられる。
【出土遺物】　土器は、４点・３３ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いもののみである。
そのすべてが条痕文系のものであることから、当該時期を２０１号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第３４１図３・４に示した。いずれも条痕文系深鉢形土器の
口縁部破片である。
２０２号遺構
【検出位置】　セ７３区Ｄ５－Ｂ・Ｆ
【種別】　炉穴？
【規模ほか】　長軸０．９６ｍ・短軸０．５０ｍ・深さ２６㎝。燃焼面１箇所。北側は調査区外（第３４３図）。
【覆土】　黒褐色土・暗黄褐色土などを主体とする。
【出土遺物】　土器は１０点・４０３ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いもののみである。そ
のすべてが条痕文系のものであることから、当該時期を２０２号遺構の帰属時期とみる。
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第３４１図　１９７・１９８・１９９・２０１号遺構実測図および出土遺物実測図

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色 少量のローム粒・ソフトローム
2 明褐色 多量のソフトローム

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒色 少量のローム粒
2 暗褐色 多量のソフトローム
3 明褐色 多量のソフトローム

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗茶褐色 ローム粒・焼土粒・暗黄褐色土
2 暗茶褐色＋暗褐色 ローム粒・焼土粒
3 暗茶褐色 焼土粒

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗褐色
2 赤色～赤褐色 焼土粒
3 暗褐色 若干の焼土
4 暗褐色 ローム土
5 暗褐色 焼土粒
6 暗褐色 若干のロームブロック・ローム・焼土粒
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第３４３図　２０２号遺構実測図および出土遺物実測図

第３４２図　２００号遺構実測図および出土遺物実測図

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色 暗褐色土
2 黒褐色＋暗褐色
3 暗褐色 黒褐色土・暗黄褐色土
4 暗褐色 暗黄褐色土
5 暗褐色＋暗黄褐色（やや多い）
6 暗茶褐色 黄褐色土粒・少量の暗黄褐色土粒・極く少量の焼土粒
7 暗褐色＋暗黄褐色（やや多い）
8 暗茶褐色 黄褐色土粒・極く少量の焼土粒
9 暗褐色＋暗黄褐色（やや多い）
10 暗茶褐色 黄褐色土粒・極く少量の焼土粒
11 暗茶褐色 黄褐色土粒・極く少量の焼土粒
12 暗茶褐色 少量の黄褐色土粒・極く少量の焼土粒
13 暗褐色 多量の暗黄褐色土・黒褐色土

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色 暗黄褐色土・暗褐色土
2 暗黄褐色 焼土粒・黄褐色土
3 暗褐色土・黄褐色土 焼土層
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【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第３４３図１～３に示した。条痕文系深鉢形土器の口縁部お
よび胴部破片である。
２０３号遺構
【検出位置】　セ７３区Ｄ４－Ｉ・Ｊ・Ｎ
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸２．８２ｍ・短軸１．４３ｍ・深さ３０㎝。燃焼面１箇所（第３４４図）。
【重複関係】　東側で溝状遺構と重複するためこの部分を欠失する。
【覆土】　茶褐色土・暗褐色土などを主体とする。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
２０４号遺構
【検出位置】　セ７３区Ｄ４－Ｍ・Ｎ
【種別】　炉穴？
【規模ほか】　長軸２．１０ｍ・短軸２．０７ｍ・深さ４８㎝。燃焼面１箇所。形状は竪穴状。東側に２０３号遺構
が隣接する。後世のカクランなどにより西側・南側を欠失する（第３４４図）。
【覆土】　茶褐色土・暗褐色土などを主体とする。ローム粒や焼土を含む。
【出土遺物】　２点・２３ｇの被熱のあとがみられる礫が出土している。土器は、１２点・２６７ｇ出土して
いる。取り上げ方法は、覆土一括扱いのもののみである。そのすべてが条痕文系のものであることか
ら、当該時期を２０４号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第３４４図１・２に示した。条痕文系深鉢形土器の胴部破片
である。また、発掘調査の際、２０３・２０４号遺構の遺物が分離されずに取り上げられたものがある。
土器９９点・１，２６７ｇが出土している。うちわけは、条痕文系、一部に縄文が施される条痕・縄文など
である。このうち条痕文系は全体のおよそ９１％ある。主なものを第３４４図３～２１に示した。４・１０・
１４・１５の外面には縄文がみられる。また、７には縦方向にハイガイ腹縁部圧痕文が認められる。
２０５号遺構
【検出位置】　セ７３区Ｄ４－Ｊ・Ｋ・Ｎ・Ｏ
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸１．７２ｍ・短軸１．３７ｍ・深さ５８㎝。主軸方向　３３°。燃焼面１箇所（第３４５図）。
【覆土】　茶褐色土・暗黄褐色土などを主体とする。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
２０６号遺構
【検出位置】　セ７３区Ｄ４－Ｍ
【種別】　炉穴？
【規模ほか】　長軸０．９５ｍ・短軸０．８７ｍ・深さ３７㎝。形状は円形。燃焼面１箇所（第３４５図）。
【覆土】　焼土粒を含む茶褐色土を主体とする。
【出土遺物】　土器は、３点・４３ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いのもののみであ
る。いずれも条痕文系のものであることから、当該時期を２０６号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第３４５図１・２に示した。いずれも条痕文系深鉢形土器の
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第３４４図　２０３・２０４号遺構実測図および出土遺物実測図

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒灰褐色 茶褐色土 軟
2 茶褐色 ローム粒
3 暗褐色 ローム粒少量の黄褐色土・茶褐色土
4 茶褐色＋暗褐色
5 茶褐色 少量の黄褐色土
6 暗褐色 黄褐色土・焼土
7 黄褐色
8 黄褐色＋暗褐色 茶褐色土

セクション位置：B－B'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 茶褐色 暗黄褐色土・暗褐色土
2 暗褐色＋黄褐色 茶褐色土
3 暗褐色＋黄褐色（2層より黄褐色少ない）
4 焼土
5 暗茶褐色 黄褐色土
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胴部破片である。
２０７号遺構
【検出位置】　セ７３区Ｄ５－Ｆ
【種別】　炉穴？
【規模ほか】　長軸２．００ｍ・短軸１．２８ｍ・深さ４４㎝。焼土不明（第３４６図）。
【覆土】　暗褐色土・暗黄褐色土などを主体とする。
【重複関係】　西側が２０８号遺構と重複、この部分が欠失するため焼土痕が存在したかは不明。
【出土遺物】　１点・１１ｇの被熱した礫が出土している。土器は、５６点・８９３ｇ出土している。取り上
げ方法は、覆土一括扱いのもののみである。そのすべてが条痕文系のものであることから、当該時期
を２０７号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第３４７図１～１３に示した。条痕文系深鉢形土器の口縁部お
よび胴部破片である。１は沈線による三角形区画内に押し引き沈線文を充填、要所に円形文を配すも
のである。
２０８号遺構
【検出位置】　セ７３区Ｄ５－Ｆ・Ｇ
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸３．１１ｍ・短軸１．６９ｍ・深さ４６㎝。主軸方向１４０°。燃焼面１箇所（第３４６図）。
【覆土】　暗褐色土・暗黄褐色土などを主体とする。
【重複関係】　東側で２０７号遺構と重複、本遺構が後から作られている。
【出土遺物】　１点・２６ｇの被熱した礫が出土している。土器は、４９点・７９７ｇ出土している。取り上
げ方法は、覆土一括扱いのもののみである。そのすべてが条痕文系のものであることから、当該時期
を２０８号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第３４７図１４～２２に示した。条痕文系深鉢形土器の口縁部お
よび胴部破片である。１４は微隆帯による区画内に連続刺突文を充填、微隆帯上の要所に円形文を配す
ものである。口唇部後面には浅い刺突がみられる。また、発掘調査の際、２０７・２０８号遺構の遺物が分
離されずに取り上げられたものがある。６１点・８９９ｇの土器が出土している。そのすべては条痕文系
のものである。主なものを第３４７図２３～３２に示した。条痕文系深鉢形土器の口縁部および胴部破片で
ある。
２０９号遺構
【検出位置】　セ７３区Ｄ５－Ｇ
【種別】　炉穴？
【規模ほか】　長軸３．１３ｍ・短軸０．６２ｍ・深さ２３㎝。形状は竪穴状。燃焼面２箇所。北側は調査区外
（第３４８図）。
【覆土】　暗褐色土・黒褐色土などを主体とする。ローム粒・焼土などを含む。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
２１０号遺構
【検出位置】　セ７３区Ｄ５－Ｇ・Ｋ
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第３４６図　２０７・２０８号遺構実測図

第３４５図　２０５・２０６号遺構実測図および出土遺物実測図

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 茶褐色 暗黄褐色土
2 暗黄褐色＋茶褐色
3 黒褐色＋茶褐色 少量の暗黄褐色土
4 暗褐色＋暗黄褐色
5 暗褐色土・焼土

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 茶褐色 焼土粒・黒褐色土
2 焼土層

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色 暗褐色土・黄灰褐色土（斑状）
2 黄茶灰褐色＋黒褐色＋暗褐色
3 暗褐色＋褐色強い黒褐色 ローム粒
4 暗黄褐色 焼土・暗褐色土
5 暗褐色＋暗黄褐色 焼土
6 焼土
7 暗黄褐色 焼土
8 暗黄褐色 暗褐色土
9 暗褐色 ローム粒・暗黄褐色土 有り
10 暗黄褐色 ローム粒・暗褐色土 有り
11 黄褐色 カクラン？
12 暗黄褐色＋暗褐色 黒褐色土

セクション位置：B－B'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗褐色＋黒褐色 黄灰褐色土（斑状）・ローム粒
2 暗褐色 黄灰褐色土・暗黄褐色土
3 暗褐色＋暗黄褐色
4 暗褐色＋暗黄褐色 黒褐色土
5 暗褐色 暗黄褐色土 2層より良い
6 暗褐色＋褐色味強い黒褐色 暗黄褐色土
7 暗黄褐色
8 暗黄褐色 暗褐色土
9 暗褐色 黒褐色土・ローム粒
10 暗褐色 暗黄褐色土 有り
11 暗褐色 黄灰褐色土・暗黄褐色土 有り
12 有り
13 暗褐色 暗黄褐色土
14 暗黄褐色 暗褐色土
15 16層より暗い暗褐色
16 暗褐色 暗黄褐色土 有り
17 暗褐色 暗黄褐色土・黒褐色土
18 暗褐色 黄褐色土
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第３４７図　２０７・２０８号遺構出土遺物実測図
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【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸１．５７ｍ・短軸１．５３ｍ・深さ７２㎝。形状は方形（第３４８図）。
【覆土】　暗褐色土・暗黄褐色土などを主体とする。ローム粒・焼土などを含む。
【出土遺物】　６点・６６４ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。石器は、
黒曜石の剥片１点がある。土器は、８８点・２，３２４ｇ出土している。取り上げ方法は、平面・垂直位置
を記録した点あげ、一括扱いの両方がある。遺物は遺構の西側、覆土上層中から出土している。その
すべてが条痕文系のものであることから、当該時期を２１０号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第３４８図１～３に、覆土一括扱いのものを第３４８図
４～７・第３４９図８～２１に示した。条痕文系深鉢形土器の口縁部および胴部破片である。１は緩やか
な波状となる深鉢形土器の口縁部で、横位の隆帯がめぐり、口唇部には縦位のキザミが施される。外
面には斜・横方向に、内面には斜方向に条痕文がみられる。８には外面に縄文がみられる。
２１１号遺構
【検出位置】　セ７３区Ｄ５－Ｇ・Ｋ
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸４．４９ｍ・短軸３．２４ｍ・深さ４６㎝。形状は不整形。燃焼面不明（第３４８図）。
【覆土】　暗褐色土・黒褐色土などを主体とする。ローム粒などを含む。
【重複関係】　南側を古墳周溝との重複により欠失する。また西側で２１０号遺構と、東側で２０９号遺構
と重複する。
【出土遺物】　覆土一括扱いで取り上げた１点・１４ｇの土器が出土している。この土器が条痕文系の
ものであることから、当該時期を２１１号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　第３４９図２２は条痕文系深鉢形土器の胴部破片である。
２１２号遺構
【検出位置】　セ７３区Ｄ５－Ｊ
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸２．１８ｍ・短軸１．３３ｍ・深さ６５㎝。主軸方向８１°。燃焼面１箇所（第３５０図）。
【覆土】　暗褐色土・黒褐色土などを主体とし焼土を含む。
【重複関係】　南側で２１３号遺構と重複する。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
２１３号遺構
【検出位置】　セ７３区Ｄ５－Ｎ
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸１．２０ｍ・短軸０．８２ｍ・深さ８７㎝。形状は方形（第３５０図）。
【覆土】　暗褐色土・黒褐色土などを主体とする。ローム粒・焼土粒を含む。
【出土遺物】　土器は、６３点・８７６ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いのもののみであ
る。うちわけは、条痕文系・羽状縄文系などである。このうち主体を占めるのは、条痕文系のもので
全体のおよそ９７％あり、当該時期を２１３号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第３５０図１～１３に示した。１～１２は条痕文系深鉢形土器の
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第３４８図　２０９・２１０・２１１号遺構実測図・遺物出土状況図および出土遺物実測図⑴

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色＋暗褐色 暗黄褐色土・ローム粒・少量の焼土粒
2 暗褐色＋暗黄褐色 黒褐色土
3 暗褐色 焼土・黄褐色土

セクション位置：B－B'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗褐色＋黒褐色 多量の暗黄褐色土
2 黒褐色＋暗褐色 ローム粒・暗黄褐色土
3 褐色味強い黒褐色 ローム粒・少量の焼土粒・暗褐色土
4 暗黄褐色 暗褐色土
5 暗褐色 ローム粒・暗黄褐色土・黒褐色土
6 黄褐色 暗褐色土
7 黄褐色 暗褐色土
8 暗褐色＋黄褐色 黒褐色土
9 暗黄褐色 ローム粒・暗褐色土
10 暗褐色＋黄褐色

セクション位置：C－C'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗褐色 ローム粒・暗黄褐色土
2 黒色味強い黒褐色
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第３４９図　２０９・２１０・２１１号遺構出土遺物実測図⑵
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第３５０図　２１２・２１３号遺構実測図および出土遺物実測図

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 2層より暗い褐色味強い黒褐色 ローム粒
2 褐色味強い黒褐色 ローム粒・暗黄褐色土
3 10層よりやや暗い暗褐色
4 暗黄褐色 黄褐色土・暗褐色土
5 黄褐色 暗褐色土 地山か？
6 5層より汚れている暗褐色 黄褐色土 地山
7 暗褐色 暗灰褐色土・黄褐色土 やや軟
8 暗褐色 黄褐色土
9 黒褐色 ローム粒
10 黒色味強い暗褐色 ローム粒・黄褐色土
11 黒褐色 暗褐色土・ローム粒・焼土粒
12 暗褐色 暗黄褐色土・ローム粒・少量の焼土粒
13 黄褐色 暗褐色土
14 暗黄褐色 黄褐色土

セクション位置：B－B'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗褐色・黄褐色 焼土
2 黒褐色 暗褐色土
3 焼土層

－404－



1

2 3

4 5 6

7 8 9

10 11
12

13

1
2

B

B'

A

A'

b
b'

２１２号

〈213号〉

23
.80
m

カクラン

23.40m

23.80m

23.80m
B B'A A'

a a'

b

b'

1
4
6 7
8

9 10

3

3

5

2

２１３号

a a'

11
1213

14

口縁部および胴部破片である。１３は羽状縄文系・関山式深鉢形土器の胴部破片である。
２１４号遺構
【検出位置】　セ７３区Ｄ５－Ｋ・Ｏ
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸３．０５ｍ・短軸２．３０ｍ・深さ６３㎝。燃焼面２箇所。形状はアメーバ状（第３５１図）。
【覆土】　暗褐色土・黒褐色土を主体とする。焼土粒を含む。
【出土遺物】　土器は、６２点・１，０９６ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いのもののみであ
る。うちわけは、条痕文系、一部に縄文を施す条痕・縄文などである。このうち主体を占めるのは、
条痕文系のもので全体のおよそ９５％あり、当該時期を２１４号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第３５１図１～１９に示した。条痕文系深鉢形土器の口縁部お
よび胴部破片である。１は波状口縁をなす深鉢形土器で、浅い凹線による曲線文に囲まれた箇所に刺
突文を充填、口唇部前後面には刺突がめぐる。波頂部中心に縦方向に刺突文を付す隆帯を縦位に配置
する。７・１０～１２は外面に縄文が施される。
２１５号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｊ６－０４
【種別】　竪穴状遺構
【規模ほか】　長軸３．１６ｍ・短軸２．９３ｍ・深さ１０７㎝（第３５２図）。
【覆土】　黒褐色土・暗褐色土などを主体とする。一部に貝層がみられる。貝層は遺構覆土の全体的
に４箇所、長軸３１４・短軸１８６・厚さ５４㎝ほどの規模で形成されていた。遺構基底面からやや浮いた位
置に形成。
【出土遺物】　１７点・８０１ｇの礫および礫石器が出土している。このうち７８．２％に被熱のあとがみられ
る。石器は、２点出土している。うちわけは、石核１点・石皿１点である。土器は、２２点・４４９ｇ出
土している。取り上げ方法は、平面・垂直位置を記録した点あげ、一括扱いの両方がある。そのすべ
てが条痕文系のものであることから、当該時期を２１５号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第３５２図１に、覆土一括扱いのものを第３５２図２～
６に示した。２は条痕文系深鉢形土器の口縁部、１・３～５は胴部、６は尖底となる底部の破片であ
る。出土石器を第３５２図７・８に示した。７は最大長４０㎜を測る珪質頁岩製の石核である。８はスコ
リア質安山岩製の石皿破片である。
２１６号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｋ７－１４・１５
【種別】　落ち込み
【規模ほか】　長軸２．４６ｍ・短軸２．２６ｍ・深さ１７㎝。形状はイチジク状（第３５３図）。
【出土遺物】　２２点・７８２ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。土器は、
２１点・２１９ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いのもののみである。うちわけは、条痕文
系・羽状縄文系などである。このうち主体を占めるのは、条痕文系のもので全体のおよそ８６％あり、
当該時期を２１６号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第３５３図１～６に示した。１～５は条痕文系深鉢形土器の
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第３５１図　２１４号遺構実測図および出土遺物実測図

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗褐色 黒褐色土・黄褐色土
2 黄褐色 暗褐色土
3 黒褐色 暗褐色土 弱い焼面有り
4 暗褐色 黄褐色土

セクション位置：B－B'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 灰褐色 黄褐色土・暗褐色土 軟 カクラン
2 灰褐色＋茶褐色 焼土粒 軟 カクラン
3 黒褐色 黄褐色土・暗褐色土 古いカクラン
4 茶褐色 ローム粒・極く少量の焼土粒
5 灰褐色
6 黒褐色
7 茶褐色味強い黒褐色 ローム粒・暗褐色土
8 暗褐色 焼土・灰褐色土・黒褐色土 古いカクラン？
9 褐色味強い黒褐色 焼土
10 暗褐色 焼土
11 焼土
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第３５２図　２１５号遺構実測図・遺物出土状況図および出土遺物実測図

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色 多量のブロック
2 混貝土層
3 黒褐色
4 暗褐色
5 暗褐色 多量のローム粒・ロームブロック
6 暗茶褐色
7 暗茶色 ローム粒・ロームブロック
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第３５４図　２１７号遺構実測図

第３５３図　２１６号遺構実測図および出土遺物実測図

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色 ローム
2 黒褐色 ローム粒・焼土
3 焼土粒・ロームブロック
4 暗茶褐色
5 褐色 テフラブロック
6 黒褐色
7 黒褐色 多量のローム粒
8 暗褐色 ローム粒
9 暗茶色 ローム
10 褐色粒土・多量のテフラブロック
11 暗茶褐色土粒
12 暗褐色土粒・ローム粒
13 黒褐色 多量の褐色土・ローム粒
14 黒褐色 多量のローム粒
15 ローム粒・ロームブロック・焼土
16 黒褐色 多量のローム粒
17 黒褐色 多量の褐色土
18 暗黒褐色 ローム粒
19 暗褐色 有り
20 暗褐色 若干の焼土 有り
21 暗褐色 ローム粒・若干の焼土
22 褐色 ローム粒・多量の焼土 有り
23 暗褐色 ロームブロック・焼土
24 ロームブロック
25 暗褐色 ローム粒・若干の焼土粒
26 褐色 焼土粒・ロームブロック（小）
27 ロームブロック
28 焼土粒・ローム
29 焼土
30 焼土粒
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第３５５図　２１７号遺構遺物出土状況図
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第３５６図　２１７号遺構出土遺物実測図⑴
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第３５７図　２１７号遺構出土遺物実測図⑵
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口縁部および胴部破片である。６は羽状縄文系深鉢形土器の胴部破片である。
２１７号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｉ７－０１・０２
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸６．１３ｍ・短軸３．８７ｍ・深さ７０㎝。燃焼面９箇所。形状はアメーバ状（第３５４図）。
【覆土】　黒褐色土・暗褐色土などを主体とする。ロームブロック・ローム粒、焼土粒を含む層が多い。
【出土遺物】　３１０点・１５，９６７ｇの礫および礫石器が出土している。このうち９６．８％に被熱のあとがみ

第３５８図　２１７号遺構出土遺物実測図⑶
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られる。石器は、５点出土している。うちわけは、打製石斧２点、磨石・敲石１点、凹石１点、石核
１点、このほか黒曜石の剥片１点がある。土器は、３１８点・７，４３７ｇ出土している。取り上げ方法は、
平面・垂直位置を記録した点あげ、一括扱いの両方がある。遺物は覆土の上層からまとまって出土し
ている。土器のうちわけは、撚糸文系・条痕文系・称名寺式などである。このうち主体を占めるのは、
条痕文系のもので全体の９７．９％あり、当該時期を２１７号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第３５６図１～１３・第３５７図１４～１７に、一括扱いのも
のを第３５７図１８～３６・第３５８図３７～４６に示した。１～６・１８～２８は条痕文系深鉢形土器の口縁部、７～
１４・２９～４５は胴部、１５・１６は底部の破片である。１は推定口径１７９㎜・現存器高２４０㎜を測る平縁の小
型深鉢形土器で、文様は横位・斜位の押し引き沈線文を主体とするもの。文様帯は刺突文を付した二
条の横位隆帯によって区分される。口唇部には刺突がめぐる。２は推定口径４１０㎜・現存器高２４１㎜を
測るものである。文様は沈線による三角形・菱形の区画内を刺突文で充填、要所に円形文を施す。文
様帯を区画する横位隆帯上には円形文が配される。また口縁部から縦位の隆帯もみられ、この部分の
口縁は波状となる。３は推定口径２６４㎜・現存器高１９９㎜を測る平縁の深鉢形土器で、内外面とも横・
斜方向に条痕文を施す。１４は現存器高１３２㎜・胴部最大径２４６㎜を測る胴部破片で、横位の微隆帯上に
円形文がめぐる。表裏面ともに条痕文は明瞭でないが、内面にはナデ痕が顕著である。１５は尖底の底
部である。外面には斜方向の条痕文がみられる。１６は現存器高７１㎜・推定底径６８㎜を測る平底の底部
である。底面にも条痕文がある。１７は称名寺式の深鉢形土器胴部とみられる。４６は撚糸文系深鉢形土
器の胴部破片である。
　出土石器のうち主なものを第３５８図４７～５０に示した。４７・４８は菫青石ホルンフェルス・黒雲母片岩
製の打製石斧とみられるものである。４９は砂岩製の磨石・敲石である。下端面に敲打痕・摩耗痕があ
る。５０は輝石安山岩製の凹石で、側面には敲打痕があり、また表裏面には摩耗痕がある。多機能を
もった石器とみられる。
２１８号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｉ７－０３・０４・０７
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸３．１８ｍ・短軸２．９８ｍ・深さ４７㎝。燃焼面１箇所（第３５９図）。
【覆土】　暗茶褐色土・暗褐色土などを主体とする。
【その他】　周囲に竪穴状の掘り込みがある。
【出土遺物】　５２点・２，００４ｇの礫および礫石器が出土している。このうち９２．６％に被熱のあとがみら
れる。石器は、３点出土している。うちわけは、石鏃１点・楔形石器１点・磨石１点である。土器
は、１１５点・１，３４０ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いのもののみである。うちわけは、
条痕文系・羽状縄文系などである。このうち主体を占めるのは、条痕文系のもので全体のおよそ９７％
あり、当該時期を２１８号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第３５９図１～１２に示した。１～１１は条痕文系深鉢形土器の
口縁部および胴部破片である。１２は羽状縄文系深鉢形土器の胴部破片である。
　出土石器を第３５９図１３～１５に示した。１３は最大長１８．１㎜を測る頁岩製の石鏃である。１４は最大長
３６．４㎜を測る珪質頁岩製の楔形石器である。１５は砂岩製の磨石である。
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第３５９図　２１８号遺構実測図および出土遺物実測図

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗茶褐色
2 暗褐色
3 褐色 多量の焼土粒
4 3よりやや暗い褐色
5 暗褐色
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２１９号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｇ８－１５
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸１．８９ｍ・短軸１．０１ｍ・深さ７８㎝。主軸方向１２５°。燃焼面１箇所（第３６０図）。
【覆土】　黒褐色土・暗褐色土などを主体とする。一部に貝層がみられる。貝層は遺構覆土の北半部
分に、長軸１４０・短軸９４・厚さ７１㎝ほどの規模で形成されていた。遺構基底面からやや浮いた位置に
形成されている。
【出土遺物】　土器は、５点・１４８ｇ出土している。取り上げ方法は、平面・垂直位置を記録した点あ
げのみである。遺物は、覆土の上層から下層まで幅広く出土している。土器のうちわけは、撚糸文
系・条痕文系などである。このうち主体を占めるのは、条痕文系のもので全体のおよそ９２％あり、当
該時期を２１９号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第３６０図１～３に示した。１・２は条痕文系深鉢形土器の
口縁部および胴部の破片である。３は撚糸文系深鉢形土器の胴部破片である。
２２０号遺構

第３６０図　２１９号遺構実測図・遺物出土状況図および出土遺物実測図

セクション位置：A－A'
No. 種別（土の混じり具合） 主体貝 その他の貝 備考
Ⅰ 混土貝層 ハマグリ
Ⅱ 混土貝層 マガキ

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色 多量のローム
2 暗茶色 ローム
3 黒褐色
4 黒色・暗褐色
5 焼土
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第３６１図　２２０号遺構実測図および１号人骨出土状況図

セクション位置：C－C'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色 ローム（人為的か）
2 黒褐色 ローム粒
3 黒褐色 多量の焼土
4 黒褐色 若干のローム 崩落した土
5 黒褐色 ローム
6 黒褐色 ローム・焼土粒

セクション位置：B－B'
No. 種別（土の混じり具合） 主体貝 その他の貝 備考
Ⅰ 混土貝層 ハマグリ・マガキ

セクション位置：B－B'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色 ロームブロック（人為的か）
2 黒褐色 若干のロームブロック
3 黒褐色 若干のロームブロック
4 黒褐色
5 黒褐色 ローム
6 黒褐色 多量の焼土
7 黒褐色 ローム
8 黒褐色 若干のローム
9 黒褐色 ロームブロック・若干の貝殻
10 黒褐色 焼土・灰
11 焼土

セクション位置：A－A'
No. 種別（土の混じり具合） 主体貝 その他の貝 備考
Ⅰ 混土貝層～純貝層
Ⅱ 混土貝層 マガキ
Ⅲ 混貝土層

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 若干の貝 灰
2 暗褐色
3 暗褐色 ロームブロック
4 暗褐色
5 人骨
6 黒色
7 暗褐色
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第３６２図　２２０号遺構遺物出土状況図および出土遺物実測図⑴
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【検出位置】　セ２８区Ｇ８－１２
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸２．１０ｍ・短軸１．４２ｍ・深さ４０㎝。燃焼面１箇所（第361図）。
【覆土】　黒褐色土・暗褐色土などを主体とする。ロームブロック・焼土・灰などを含む層もみられる。
一部に貝層がみられる。貝層は遺構をほぼ全体的に覆い、さらにその東西に２箇所、計３箇所からな
る。長軸３６４・短軸２７４・厚さ３８㎝ほどの規模で形成されていた。
【その他】　人骨が覆土中層より１体検出されている。検出位置は、遺構覆土上部に堆積した貝層の
直下にあたる。頭位方向は西側、両手・両足を強く曲げた屈葬の姿勢をとる。体全体がすっぽりと貝
層に覆われていたためか、検出時点では人骨の保存状況は比較的良好とみられた。図版１０９にみるよ

第３６３図　２２０号遺構出土遺物実測図⑵
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うに、人骨の頭部位置には貝がブロック状に検出されており、この部分を意識し意図的に被せたよう
にも見える。本遺構下部は大部分が土層であることから、遺構がある程度埋まった後、やや窪地状に
なった箇所に人骨を埋葬し、その直後に貝で覆ったものとみられる。
【出土遺物】　１０点・７８３ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。石器は、
珪質頁岩の剥片１点である。土器は、２８点・１，０５２ｇ出土している。取り上げ方法は、平面・垂直位
置を記録した点あげ、一括扱いの両方がある。遺物の分布は遺構全域にわたり、覆土上層から下層ま
で幅広くから出土している。また、土器や礫のほかにも貝層中や貝層下部から獣骨類が多く検出され
ている。土器のうちわけは、撚糸文系・条痕文系などである。このうち主体を占めるのは、条痕文系
のもので全体の９１．１％あり、当該時期を２２０号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第３６２図１～９・第３６３図１０～２０に、覆土一括扱い
のものを第３６３図２１～２８に示した。１～９・２１は条痕文系深鉢形土器の口縁部、１０～２０・２２～２６は胴
部の破片である。１は口径３６８㎜・現存器高３９２㎜を測る平縁の土器である。底部を欠くが、尖底とな
るとみられる。口縁下に一条の横位隆帯がめぐる。外面には横・斜方向に、内面には横・縦・斜方向
に条痕文がみられる。２７は撚糸文系深鉢形土器の口縁部、２８は胴部破片である。
２２１号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｇ９－０９・１３
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸５．３０ｍ・短軸３．９３ｍ・深さ８６㎝。燃焼面５箇所。燃焼面は、遺構の外側を向くよ
うに放射状に位置している（第36４図）。
【覆土】　黒色土・暗褐色土などを主体とする。ロームブロック・ローム粒、焼土を多く含む。一部
に貝層がみられる。貝層は遺構覆土のほぼ全体的に、長軸４５２・短軸２８８・厚さ６５㎝ほどの規模で形成
されていた。貝層は遺構覆土の上部を覆っていた。
【その他】　周囲に竪穴状の掘り込みがある。
【出土遺物】　７７点・５，６６１ｇの礫および礫石器が出土している。このうち７８．１％に被熱のあとがみら
れる。石器は、４点出土している。うちわけは、石鏃１点・砥石１点・磨石１点・敲石１点、このほ
かチャートの剥片１点がある。土器は、１８３点・５，６１６ｇ出土している。取り上げ方法は、平面・垂直
位置を記録した点あげ、一括扱いの両方がある。遺物の分布は遺構のほぼ全域にわたり、覆土上層か
らまとまって出土している。また、土器や礫のほかにも貝層中や貝層下部から獣骨類が多く検出され
ている。土器のうちわけは、撚糸文系・条痕文系などである。このうち主体を占めるのは、条痕文系
のもので全体のおよそ９８％あり、当該時期を２２１号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第３６６図１～２０・第３６７図２１～３２・第３６８図３３～３５
に、覆土一括扱いのものを第３６８図３６～５４に示した。１～７・３６～４３は条痕文系深鉢形土器の口縁
部、８～３１・４４～５３は胴部、３２・３３は底部の破片である。全体的に文様をもつ土器が少ない。３２は現
存器高７７㎜・推定底径７０㎜を測る底部である。３４・３５・５４は撚糸文系深鉢形土器の胴部破片である。
出土石器を第３６８図５５～５８に示した。５５は最大長２１．４㎜を測る黒曜石製の石鏃である。５６は菫青石ホ
ルンフェルス製の砥石である。５７は砂岩製の磨石である。５８は頁岩製の敲石である。
２２２号遺構
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第３６４図　２２１号遺構実測図

セクション位置：A－A'・B－B'
No. 種別（土の混じり具合） 主体貝 その他の貝 備考
Ⅰ 混貝土層
Ⅱ 混土貝層 ハマグリ
Ⅲ 純貝層 マガキ
Ⅳ 混土貝層 シオフキ
Ⅴ 混貝土層 マテガイ
Ⅵ 純貝層
Ⅶ 純貝層
Ⅷ 混土貝層

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 ロームブロック・ローム粒
2 暗黒褐色 ローム粒・若干のブロック
3 黒褐色 ロームブロック （床）
4 黒色
5 暗黒褐色
6 暗茶色
7 暗褐色
8 ロームブロック・ローム・黒色土ブロック
9 黒色
10 ロームブロック
11 黒色 ロームブロック
12 黒色 ロームブロック
13 ロームブロック・焼土
14 黒色
15 黒色 ロームブロック
16 ロームブロック・焼土
17 焼土
18 焼土

セクション位置：B－B'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色
2 ローム
3 ロームブロック
4 暗黒褐色
5 黒褐色 ローム
6 黒色
7 暗黄色
8 黒褐色
9 ロームブロック・ローム
10 焼土・灰
11 暗褐色 多量のローム粒
12 暗褐色 多量のローム粒
13 暗黄茶色
14 暗茶色
15 黒色 多量のローム
16 黒色 焼土
17 焼土
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第３６５図　２２１号遺構遺物出土状況図
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第３６６図　２２１号遺構出土遺物実測図⑴
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第３６７図　２２１号遺構出土遺物実測図⑵
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第３６８図　２２１号遺構出土遺物実測図⑶
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【検出位置】　セ２８区Ｇ９－１０
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸４．１１ｍ・短軸２．５１ｍ・深さ８１㎝。燃焼面２箇所（第3６９図）。
【覆土】　黒色土・暗褐色土などを主体とする。ロームブロック・ローム粒を多く含む。
【その他】　周囲に竪穴状の掘り込みがある。
【出土遺物】　１点・５７ｇの被熱した礫が出土している。石器は、２点出土している。うちわけは、
ＲＦ１点・楔形石器１点、このほか珪質頁岩・凝灰質砂岩の剥片２点がある。土器は、６３点・２，１４７
ｇ出土している。取り上げ方法は、平面・垂直位置を記録した点あげ、一括扱いの両方がある。遺物
は南側の燃焼面上部からややまとまって出土している。土器のうちわけは、撚糸文系・条痕文系など
である。このうち主体を占めるのは、条痕文系のもので全体の９７．９％あり、当該時期を２２２号遺構の
帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第３６９図１・第３７０図２～４に、一括扱いのものを
第３７０図５～２０に示した。１・２・５～９は条痕文系深鉢形土器の口縁部、３・４・１０～１８は胴部破
片である。１は、口縁部が緩やかな波状となる深鉢形土器で、文様は連続する押し引き沈線によって
菱形・三角形を構成し、要所に円形文を配したもの。文様帯は二条の横位隆帯で区切られ、波頂部下
には縦位の隆帯がみられる。また口唇部前後面には刺突がめぐる。４・１９・２０は撚糸文系深鉢形土器
の胴部破片である。出土石器を第３７０図２１に示した。最大長１８．１㎜を測る黒曜石製のＲＦである。
２２３号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｇ９－０６・０７・１０・１１
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸５．３３ｍ・短軸５．１０ｍ・深さ５２㎝。燃焼面７箇所。形状はアメーバ状（第371図）。
【覆土】　黒褐色土・暗褐色土などを主体とする。
【出土遺物】　７９点・４，５２９ｇの礫および礫石器が出土している。このうち８４．８％に被熱のあとがみら
れる。石器は、磨石２点が出土している。土器は、２６点・５４３ｇ出土している。取り上げ方法は、覆
土一括扱いもののみである。うちわけは、撚糸文系・条痕文系などである。このうち主体を占めるの
は、条痕文系のもので全体のおよそ９７％あり、当該時期を２２３号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第３７１図１～１０に示した。１～９は条痕文系深鉢形土器の
口縁部および胴部破片である。１０は撚糸文系深鉢形土器の胴部破片である。
　出土石器を第３７１図１１・１２に示した。いずれも磨石で、石材は輝石安山岩・スコリア質安山岩製で
ある。
２２４号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｇ９－０８
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸２．２５ｍ・短軸１．８０ｍ・深さ５０㎝。燃焼面３箇所。形状はアメーバ状（第37２図）。
【覆土】　暗黒褐色土・黒褐色土などを主体とする。ローム粒・焼土粒を含む層が多い。
【出土遺物】　土器は、１０３点・２，３９５ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いもののみであ
る。うちわけは、撚糸文系・撚糸文系（無文）・条痕文系などである。このうち主体を占めるのは、
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第３６９図　２２２号遺構実測図・遺物出土状況図および出土遺物実測図⑴

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗黒褐色 多量のローム粒
2 黒色 多量のローム粒
3 黒色 多量のローム粒
4 暗茶色
5 暗褐色 ローム粒・ブロック
6 黒褐色
7 暗褐色 多量のローム粒
8 黒色 多量のローム粒・若干のロームブロック
9 暗茶色 ロームブロック・ローム粒
10 暗黒褐色 多量のローム粒
11 暗褐色
12 黒色 多量のローム粒・若干のロームブロック・焼土
13 ロームブロック
14 黒色 多量のローム粒・ロームブロック・若干の焼土
15 暗茶色 焼土粒
16 暗赤褐色
17 焼土・ローム粒・ロームブロック
18 焼土
１９ 焼土
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第３７０図　２２２号遺構出土遺物実測図⑵
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第３７１図　２２３号遺構実測図および出土遺物実測図

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色
2 暗褐色
3 暗茶色 ローム
4 暗褐色
5 暗褐色 多量の焼土粒

セクション位置：B－B'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色 多量の褐色土
2 暗褐色
3 黒褐色
4 暗茶色
5 暗茶色 ローム
6 黒褐色
7 黒褐色
8 暗褐色
9 黒褐色 若干の焼土粒
10 暗赤褐色
11 暗黒茶褐色
12 焼土
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第３７２図　２２４号遺構実測図および出土遺物実測図⑴

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗黒褐色
2 黒褐色 ローム
3 黒褐色 ローム粒・若干の焼土粒
4 黒褐色
5 暗茶色 ローム粒
6 ロームブロック
7 黒褐色 ローム・焼土粒
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条痕文系のもので全体の８５．１％あり、当該時期を２２４号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第３７２図１～２１・第３７３図２２～３３に示した。１～９は条痕
文系深鉢形土器の口縁部、１０～２１は胴部破片である。２２・２３は撚糸文系深鉢形土器の口縁部、２４～３３
は胴部破片である。
２２５号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｈ８－０２・０６
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸２．２０ｍ・短軸１．７２ｍ・深さ６９㎝。主軸方向４１°。燃焼面２箇所（第37４図）。
【覆土】　暗黒褐色土・黒色土などを主体とする。多量のロームブロックを含む。
【重複関係】　南側で２２６号遺構と重複する。
【出土遺物】　４０点・３，５９３ｇの礫が出土している。このうち９４．４％に被熱のあとがみられる。土器
は、１６３点・４，５８１ｇ出土している。取り上げ方法は、平面・垂直位置を記録した点あげ、一括扱いの
両方がある。遺物は燃焼面の上部からまとまって出土している。土器のうちわけは、撚糸文系・条痕
文系などである。このうち主体を占めるのは、条痕文系のもので全体の９９．２％あり、当該時期を２２５
号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第３７５図１～１１・第３７６図１２～１４に、覆土一括扱い
のものを第３７６図１５～３７に示した。１は推定口径２１２㎜・器高３０９㎜・底径１０２㎜を測る小型の深鉢形土
器である。文様は、幅広の浅い沈線による菱形基調の区画内に無節の縄文を充填。同様の施文具によ
る円形文も施される。文様帯は二条の横位隆帯によって区分される。また口唇部前後面には浅い刺突
がめぐる。底面はやや丸底である。２～８・１５～２６は条痕文系深鉢形土器の口縁部、９～１３・２７～３５
は胴部破片である。１４は撚糸文系深鉢形土器の口縁部、３６・３７は胴部破片である。
２２６号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｈ８－０６
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸３．３３ｍ・短軸２．２２ｍ・深さ６３㎝。燃焼面３箇所（第37４図）。
【出土遺物】　２点・３７７ｇの被熱のあとがみられる礫が出土している。土器は、１９点・２０１ｇ出土し
ている。取り上げ方法は、覆土一括扱いのもののみである。そのすべてが条痕文系のものであること
から、当該時期を２２６号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第３７６図３８に示した。条痕文系深鉢形土器の口縁部破片で
ある。
２２７号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｈ８－０５・０６
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸２．２８ｍ・短軸１．２９ｍ・深さ４５㎝。主軸方向１６°。燃焼面１箇所（第37４図）。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
２２８号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｈ８－０２・０３・０６・０７
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第３７４図　２２５・２２６・２２７号遺構実測図

第３７３図　２２４号遺構出土遺物実測図⑵

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒色
2 黒色 多量のローム
3 暗黒褐色 多量のローム・若干のロームブロック
4 暗黒褐色 多量のローム
5 暗褐色 ローム粒・ロームブロック
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第３７５図　２２５号遺構遺物出土状況図および出土遺物実測図⑴
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第３７７図　２２８号遺構実測図・遺物出土状況図

セクション位置：A－A'
No. 種別（土の混じり具合） 主体貝 その他の貝 備考
Ⅰ 純貝層
Ⅱ 純貝層 マテガイ

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色
2 暗褐色
3 黒褐色
4 黒褐色
5 黒色 若干のローム
6 暗茶色
7 暗茶褐色 若干の焼土・ローム粒
8 暗褐色
9 暗黄褐色
10 焼土
11 焼土
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【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸４．８５ｍ・短軸３．００ｍ・深さ４７㎝。燃焼面６箇所（第37７図）。
【覆土】　黒褐色土・黒色土などを主体とする。一部に貝層がみられる。貝層は遺構覆土の中心部よ
りの西側部分に、長軸１３６・短軸９２・厚さ３７㎝ほどの規模で形成されていた。貝層は遺構覆土の上層
に堆積したものである。
【その他】　周囲に竪穴状の掘り込みがある。
【出土遺物】　１０２点・３，１９９ｇの礫が出土している。このうち９９．７％に被熱のあとがみられる。石器

第３７８図　２２８号遺構出土遺物実測図
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は軽石１点、このほか黒曜石の剥片３点がある。土器は、８２点・１，９２９ｇ出土している。取り上げ方
法は、平面・垂直位置を記録した点あげ、覆土一括扱いの両方がある。遺物は遺構の中心部、基底面
より浮いた覆土中層あたりから出土している。土器のうちわけは、撚糸文系・条痕文系などである。
このうち主体を占めるのは、条痕文系のもので全体の９６．１％あり、当該時期を２２８号遺構の帰属時期
とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第３７８図１～５に、覆土一括扱いのものを第３７８図
６～２１に示した。１～３・６～１３は条痕文系深鉢形土器の口縁部、４・１４～１８は胴部の破片である。
５・１９～２１は撚糸文系深鉢形土器の胴部破片である。
２２９号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｈ８－０６・０７
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸２．５０ｍ・短軸１．３７ｍ・深さ３９㎝。形状は不整形（第37９図）。
【覆土】　黒褐色土・暗黄色土などを主体とする。
【重複関係】　古墳周溝との重複により遺構南側が欠失する。
【出土遺物】　２６点・１，５０２ｇの礫および礫石器が出土している。このうち７３．３％に被熱のあとがみら
れる。石器は、敲石１点・磨石１点出土している。土器は、５０点・９６５ｇ出土している。取り上げ方
法は、平面・垂直位置を記録した点あげ、一括扱いの両方がある。うちわけは、撚糸文系・条痕文系
などである。このうち主体を占めるのは、条痕文系のもので全体の９９．３％あり、当該時期を２２９号遺
構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第３７９図１～３に、覆土一括扱いのものを第３７９図
４～９・第３８０図１０～１２に示した。１・２・４・５は条痕文系深鉢形土器の口縁部、３・６～９は胴部、
１０・１１は底部の破片である。１は波状口縁をもつ深鉢形土器で、刺突文を付す縦位・横位の隆帯をも
ち、連続刺突文を菱形状に配したものを主文様とする。また口唇部前後面には刺突がめぐる。１２は撚
糸文系深鉢形土器の胴部破片である。出土石器を第３８０図１３・１４に示した。１３は最大長７５㎜を測る砂
岩製の敲石である。１４は砂岩製の磨石である。
２３０号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｈ８－０６・１０
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸２．３５ｍ・短軸１．５４ｍ・深さ１５㎝。形状は隅丸方形（第37９図）。
【覆土】　暗褐色土・暗茶色土などを主体とする。ローム粒・ロームブロックを含む。
【重複関係】　古墳周溝との重複により遺構北側が欠失する。
【出土遺物】　４点・３４ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。土器は、
２６点・３４９ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いもののみである。うちわけは、撚糸文系・
条痕文系・羽状縄文系などである。このうち主体を占めるのは、条痕文系のもので全体のおよそ８５％
あり、当該時期を２３０号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第３８０図１５～１８に示した。１５・１６は条痕文系深鉢形土器の
胴部破片、１７は撚糸文系深鉢形土器の胴部破片、１８は羽状縄文系深鉢形土器の胴部破片である。
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第３７９図　２２９・２３０号遺構実測図および２２９号遺構出土遺物実測図⑴

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗褐色
2 暗褐色 多量のローム粒
3 暗茶色 ローム粒・ロームブロック

セクション位置：B－B'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色
2 黒褐色
3 暗褐色 良い
4 暗黄色
5 暗黄色
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２３１号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｈ８－０７・１１
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸２．０９ｍ・短軸１．６０ｍ・深さ６４㎝。形状は楕円形（第3８１図）。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
２３２号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｈ８－１０
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸１．４３ｍ・短軸１．０１ｍ・深さ４１㎝。形状は方形。底面はやや袋状（第3８１図）。
【覆土】　黒色土・暗褐色土などを主体とする。ローム粒を含む層が多い。
【出土遺物】　５点・２９ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。土器は、
８８点・１，４９９ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いもののみである。うちわけは、条痕文
系、一部に縄文を施す条痕・縄文などである。このうち主体を占めるのは、条痕文系のもので全体の
およそ９９％あり、当該時期を２３２号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第３８２図１～１７に示した。１～４は条痕文系深鉢形土器の
口縁部、５～１７は胴部の破片である。４は外面に縄文が施される。
２３３号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｈ８－１０
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸３．５０ｍ・短軸３．３０ｍ・深さ５７㎝。燃焼面１箇所。形状はアメーバ状（第3８３図）。
【覆土】　暗褐色土・暗黒褐色土などを主体とする。ロームブロック・ローム粒・焼土粒を含む層が多い。
【出土遺物】　５７点・２，９３１ｇの礫が出土している。このうち９９．６％に被熱のあとがみられる。石器
は、２点出土している。うちわけは、石鏃１点・楔形石器１点、このほか黒曜石の剥片１点がある。
土器は、２１１点・３，３６７ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いのもののみである。うちわけ
は、撚糸文系・条痕文系・羽状縄文系などである。このうち主体を占めるのは、条痕文系のもので全
体のおよそ９７％あり、当該時期を２３３号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第３８４図１～３０・第３８５図３１～３５に示した。１～６は条痕
文系深鉢形土器の口縁部、７～３０は胴部の破片である。３１は撚糸文系深鉢形土器の口縁部、３２～３４は
胴部の破片である。３５は羽状縄文系・関山式深鉢形土器の胴部破片である。出土石器のうち主なもの
を、第３８５図３６に示した。最大長２４．４㎜を測る頁岩製の石鏃である。
２３４号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｈ１８－１４
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸１．６５ｍ・短軸１．０６ｍ・深さ５４㎝。燃焼面２箇所（第3８６図）。
【重複関係】　古墳周溝との重複により一部が欠失する。また、東側で２３５号遺構と重複する。
【出土遺物】　２５点・１，３１３ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。土器
は、９６点・１，６７１ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いのもののみである。うちわけは、
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第３８１図　２３１号遺構実測図、２３２号遺構実測図

第３８０図　２２９号遺構出土遺物実測図⑵・２３０号遺構出土遺物実測図

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒色
2 黒色 多量のローム粒
3 黒褐色
4 黒色
5 黒色 ローム粒
6 暗褐色 多量の黒色土ブロック
7 黒色
8 黒色 ローム粒・黒褐色土粒
9 暗褐色 多量のローム粒
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第３８３図　２３３号遺構実測図

第３８２図　２３２号遺構出土遺物実測図

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗黒褐色
2 黒褐色 テフラブロック
3 暗褐色 多量のローム
4 暗赤褐色 焼土粒
5 多量の焼土粒・ロームブロック・ローム
6 暗茶色 ロームブロック・ローム粒
7 焼土
8 暗茶色
9 暗褐色
10 焼土粒
11 暗茶色
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第３８４図　２３３号遺構出土遺物実測図⑴
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撚糸文系・条痕文系などである。このうち主体を占めるのは、条痕文系のもので全体のおよそ９８％あ
り、当該時期を２３４号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第３８７図１～１３に示した。１～４は条痕文系深鉢形土器の
口縁部、５～１１は胴部の破片である。１２・１３は撚糸文系深鉢形土器の胴部破片である。
２３５号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｈ８－１４・１５
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸２．４０ｍ・短軸２．３８ｍ・深さ９５㎝。燃焼面３箇所（第3８６図）。
【覆土】　黒褐色土・暗茶褐色土などを主体とする。ロームブロック・ローム粒を含む層が多い。
【出土遺物】　６９点・２，９９９ｇの礫が出土している。このうち９９．９％に被熱のあとがみられる。土器
は、１５７点・２，３４１ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いのもののみである。うちわけは、
撚糸文系・条痕文系などである。このうち主体を占めるのは、条痕文系のもので全体のおよそ９９％あ
り、当該時期を２３５号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第３８７図１４～３１・第３８８図３２～３６に示した。１４～２０は条痕
文系深鉢形土器の口縁部、２１～３５は胴部、３６は底部の破片である。
２３６号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｈ８－０３・０４・０７・０８
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸２．８７ｍ・短軸１．５８ｍ・深さ５８㎝。燃焼面１箇所。主軸方向２０７°。南西側に煙道の
一部が残存する（第3８９・３９０図）。
【覆土】　暗黒褐色土・暗茶色土などを主体とする。一部に貝層がみられる。貝層は遺構覆土の北東
部分に、長軸３４・短軸１８・厚さ２２㎝ほどの規模で形成されていた。覆土上層に堆積したもの。
【出土遺物】　１５点・２７９ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。土器は、
３７点・５６１ｇ出土している。取り上げ方法は、平面・垂直位置を記録した点あげ、一括扱いの両方が
ある。うちわけは、撚糸文系・条痕文系などである。このうち主体を占めるのは、条痕文系のもので
全体の８７．３％あり、当該時期を２３６号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第３９１図１～３に、覆土一括扱いのものを第３９１図
４～１３に示した。４は条痕文系深鉢形土器の口縁部、１～３・５～７は胴部破片である。８～１０は撚
糸文系深鉢形土器の口縁部、１１～１３は胴部破片である。
２３７号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｈ８－０８、Ｈ９－０５
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸５．９０ｍ・短軸３．２７ｍ・深さ８３㎝。燃焼面３箇所。形状はアメーバ状（第3８９図）。
【覆土】　黒褐色土・暗黒褐色土などを主体とする。ロームブロックを含むものが多い。一部に貝層
がみられる。貝層は遺構覆土の東部分に、長軸１７０・短軸１１０・厚さ５４㎝ほどの規模で形成されてい
た。貝層は遺構覆土上部に堆積している。
【出土遺物】　３５４点・１６，４０３ｇの礫および礫石器が出土している。このうち９０．５％に被熱のあとがみ
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第３８６図　２３４・２３５号遺構実測図

第３８５図　２３３号遺構出土遺物実測図⑵

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒色
2 黒褐色
3 多量の褐色土・（テフラ）ブロック
4 黒褐色 ローム粒
5 暗黒色 ローム粒
6 黒褐色
7 暗茶褐色 ローム・ロームブロック
8 暗茶褐色 ローム粒・若干の焼土
9 暗黒褐色 ローム粒 良い
10 暗茶褐色 焼土・ローム粒
11 暗黄褐色 ロームブロック・ローム粒・焼土粒
12 暗茶褐色 ローム粒
13 暗褐色 多量のローム粒
14 暗黒褐色
15 ロームブロック
16 暗茶褐色 ローム・黒褐色土
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第３８７図　２３４号遺構出土遺物実測図・２３５号遺構出土遺物実測図⑴
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られる。石器は、８点出土している。うちわけは、石鏃３点、ＵＦ１点、磨石・敲石４点、このほか
黒曜石の剥片４点がある。土器は、４４３点・８，０７２ｇ出土している。取り上げ方法は、平面・垂直位置
を記録した点あげ、一括扱いの両方がある。遺物はほぼ遺構全体に分布し、覆土上層から下層まで幅
広く出土している。また、貝層中からは獣骨が多く出土している。土器のうちわけは、撚糸文系・撚
糸文系（無文）・条痕文系などである。このうち主体を占めるのは、条痕文系のもので全体の９３．７％
あり、当該時期を２３７号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第３９２図１～９・第３９３図１０～１７に、覆土一括扱い
のものを第３９３図１８～３０・第３９４図３１～６０・第３９５図６１～７８・第３９６図７９～１０２に示した。１～５・７・
１０・１８～４６は条痕文系深鉢形土器の口縁部、６・８・９・１１～１７・４７～７６は胴部、７７・７８は底部の破
片である。７９～８８は撚糸文系深鉢形土器の口縁部、８９～１０２は胴部の破片である。
　出土石器を第３９６図１０３～１１０に示した。１０３は最大長２１．０㎜を測る黒曜石製の石鏃である。１０４は最
大長１７．１㎜を測るチャート製の石鏃である。１０５は現存最大長１３．５㎜を測る黒曜石製の石鏃である。
１０６は最大長２５．７㎜を測る黒曜石製のＵＦである。１０７は砂岩製の磨石・敲石、１０８は輝石安山岩製の
磨石・敲石、１０９は最大長８１㎜を測る砂岩製の磨石・敲石、１１０は輝石安山岩製の磨石・敲石である。
２３８号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｈ８－０７・０８・１１・１２
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸３．５２ｍ・短軸２．４５ｍ・深さ４４㎝。燃焼面２箇所（第3８９図）。
【覆土】　黒褐色土・暗茶色土などを主体とする。
【その他】　周囲に竪穴状の掘り込みがある。
【重複関係】　南側で古墳周溝と重複するため一部欠失。また北側で２３６号・２３７号遺構と重複する。
【出土遺物】　５７点・２，９９２ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。石器
は、２点出土している。うちわけは、有舌尖頭器１点・石核１点である。土器は、９１点・１，６３６ｇ出
土している。取り上げ方法は、平面・垂直位置を記録した点あげ、一括扱いの両方がある。うちわけ
は、撚糸文系・条痕文系・羽状縄文系などである。このうち主体を占めるのは、条痕文系のもので全
体のおよそ８２％あり、当該時期を２３８号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第３９７図１～５に、覆土一括扱いのものを第３９７図
６～１８に示した。１・２・６・７は条痕文系深鉢形土器の口縁部、３～５・８は胴部、９は底部の破
片である。１０・１１は撚糸文系深鉢形土器の口縁部、１２～１７は胴部の破片である。１８は羽状縄文系・関
山式深鉢形土器の胴部破片である。出土石器のうち主なものを第３９７図１９に示した。残存最大長４１．９
㎜を測る頁岩製の有舌尖頭器である。先端部と基部の一部を欠く。
２３９号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｈ８－０４、Ｈ９－０１
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸３．３６ｍ・短軸２．２６ｍ・深さ８３㎝。燃焼面４箇所。形状はアメーバ状（第３９８図）。
【覆土】　黒色土・暗黒褐色土などを主体とする。ロームブロック・ローム粒・焼土粒を含む層が多い。
一部に貝層がみられる。貝層は遺構覆土のほぼ全体的に、長軸２９０・短軸１６４・厚さ６６㎝ほどの規模で
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第３８９図　２３６・２３７・２３８号遺構実測図および遺物出土状況図⑴

第３８８図　２３５号遺構出土遺物実測図⑵

セクション位置：B－B'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色
2 黒褐色
3 暗黒褐色
4 黒色 多量の焼土粒
5 暗茶色 ロームブロック・ローム粒
6 暗褐色
7 ローム粒
8 黒褐色 多量の暗褐色土ブロック
9 暗茶色
10 黒褐色
11 暗茶色

セクション位置：C－C'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗黒茶褐色 ローム
2 黒褐色
3 黒褐色 褐色土ブロック・ローム粒
4 黒褐色
5 黒褐色
6 暗黒褐色 褐色土ブロック
7 暗黒褐色 多量のローム粒・若干の焼土
8 褐色 多量のローム粒
9 褐色
10 暗褐色
11 暗褐色
12 暗褐色
13 焼土粒
14 暗茶色
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第３９０図　２３６・２３７・２３８号遺構実測図および遺物出土状況図⑵

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗茶色 煙道覆土
2 暗黒褐色 煙道覆土
3 ローム粒
4 暗黒褐色 焼土粒
5 焼土

セクション位置：D－D'
No. 種別（土の混じり具合） 主体貝 その他の貝 備考
Ⅰ 混土貝層
Ⅱ 純貝層 ハマグリ
Ⅲ 純貝層 マテガイ
Ⅳ 混貝土層

セクション位置：D－D'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒色
2 暗黒褐色
3 暗黒褐色
4 暗黒褐色
5 暗黒褐色
6 暗褐色
7 暗黒茶褐色
8 黒褐色 ローム粒・ロームブロック
9 暗褐色 ロームブロック
10 黒褐色 ロームブロック・ローム粒
11 黒褐色 多量のロームブロック
12 焼土
13 黒褐色
14 焼土
15 焼土・灰
16 黒褐色
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第３９１図　２３６号遺構出土遺物実測図
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第３９８図　２３９号遺構実測図・遺物出土状況図および出土遺物実測図⑴

セクション位置：A－A'
No. 種別（土の混じり具合） 主体貝 その他の貝 備考
Ⅰ 混土貝層
Ⅱ 純貝層 ハマグリ
Ⅲ 純貝層 マガキ
Ⅳ 混貝土層
Ⅴ 混貝土層

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗黒褐色 ローム粒
2 黒褐色 若干の焼土
3 黒色
4 黒色 若干の褐色土ブロック
5 褐色 多量のローム粒
6 黒色
7 黒色 多量のローム粒・若干のロームブロック・焼土粒
8 褐色 焼土粒・ローム粒・若干の貝
9 黒色 焼土粒
10 黒褐色 焼土粒
11 焼土
12 暗褐色
13 暗黒褐色 多量の褐色土・ローム粒・焼土粒
14 焼土
15 焼土

－454－



1

2

3

4 5

6

27.00m

27.00m

A

A'

A A'

b b'

b b'

27.00m
b b'

b b'

a'

a

1
2

3 4
5678

9

10

12
13

14

15

14
7

17

6 12

16

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ

15Ⅴ

27
.00
m

a
a'

15
14

717
6

12 16

11

9

Ⅳ

9

7 8
9

10 11

12

13

14

15

16

17
18

19 20

第３９９図　２３９号遺構出土遺物実測図⑵

－455－



27.00m

27.00m

1

1
2

34 5

21
15 2324

9
17

12

11

16・22

7

6

2

4

3
56

7
8 9

27.00m

27.00m26.80m
B'

B'

B

C

C'

C C'

A

A'

26.80m
A A'

b

b'

b b'

c c'

c c'

c c'

27.00m
c c'

c c'

a

a'

a a'

10

240号

Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ

18

14 19
8

20

11

13

21
15 23

24

18

14
9

17

12

13

11

16・22

B

19
8

241号

形成されていた。貝層は遺構覆土上部に堆積している。
【出土遺物】　２１点・２，１１５ｇの礫および礫石器が出土している。このうち９４％に被熱のあとがみら
れる。石器は、玉髄の原石１点出土している。土器は、５０点・１，４４８ｇ出土している。取り上げ方法
は、平面・垂直位置を記録した点あげ、一括扱いの両方がある。遺物は遺構のほぼ全体に分布し、覆
土の上層から下層まで広く出土している。土器のうちわけは、撚糸文系・条痕文系などである。この
うち主体を占めるのは、条痕文系のもので全体の９６．１％あり、当該時期を２３９号遺構の帰属時期とみ
る。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第３９８図１～６・第３９９図７～１８に、覆土一括扱い
のものを第３９９図１９・２０に示した。１～４は条痕文系深鉢形土器の口縁部、５～１７は胴部破片であ
る。１は推定口径１８６㎜・現存器高１１５㎜を測る緩やかな波状口縁をもつ深鉢形土器である。文様は押
し引き沈線を菱形に配し要所に円形文を付すものを主とし、文様帯は横位の隆帯で区画する。また口
唇部の前後面には縦位のキザミをめぐらせる。１８・２０は撚糸文系深鉢形土器の胴部破片である。
２４０号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｈ９－０５・０６
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸２．６６ｍ・短軸１．４６ｍ・深さ３５㎝。燃焼面１箇所（第４００図）。
【覆土】　黒色土・暗茶褐色土などを主体とする。一部に貝層がみられる。貝層は遺構覆土の北西２
箇所に、長軸８６・短軸３４・厚さ１２㎝ほどの規模で形成されていた。
重複関係　南側で２４１号遺構と重複する。
【出土遺物】　３点・９０ｇの被熱のあとがみられる礫が出土している。土器は、３７点・４９６ｇ出土して
いる。取り上げ方法は、覆土一括扱いもののみである。うちわけは、撚糸文系・条痕文系などであ
る。このうち主体を占めるのは、条痕文系のもので全体のおよそ８５％あり、当該時期を２４０号遺構の
帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第４０１図１～７に示した。１・２は条痕文系深鉢形土器の
胴部、３～７は撚糸文系深鉢形土器の胴部破片である。
２４１号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｈ９－０５
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸２．７７ｍ・短軸１．３３ｍ・深さ８３㎝。燃焼面１箇所。主軸方向１００°（第４００図）。
【覆土】　黒色土・黒褐色土などを主体とする。ロームブロック・ローム粒・焼土粒を含む層が多い。
一部に貝層がみられる。貝層は遺構覆土の西半部分に、長軸２７０・短軸１９４・厚さ５０㎝ほどの規模で形
成されていた。貝層は遺構覆土上部に堆積している。
【その他】　本遺構は、炉穴の天上部・煙道の一部が残存していた（Ｃ－Ｃ＇断面参照）。燃焼面・煙
道は西側に位置する。煙道入口に遺構基底面に接するように口縁部を下に向け倒立させた状態で１０の
深鉢形土器が出土している（Ｂ－Ｂ＇断面参照）。
【出土遺物】　４点・２９６ｇの礫が出土している。このうち４５．３％に被熱のあとがみられる。土器は、
１４４点・８，７０２ｇ出土している。取り上げ方法は、平面・垂直位置を記録した点あげ、一括扱いの両方
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第４００図　２４０・２４１号遺構実測図・遺物出土状況図

セクション位置：C－C'
No. 種別（土の混じり具合） 主体貝 その他の貝 備考
Ⅰ 混土貝層 ハマグリ
Ⅱ 混土貝層 マガキ

セクション位置：C－C'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒色
2 暗褐色
3 暗黒褐色 多量の焼土
4 黒色
5 黒褐色 多量のローム粒・焼土粒
6 ロームブロック・黒色土ブロック
7 暗黄色 ローム・黒色土粒
8 焼土粒
9 黒色 ローム粒・焼土粒

セクション位置：A－A'
No. 種別（土の混じり具合） 主体貝 その他の貝 備考
Ⅰ 混貝土層
Ⅱ 混貝土層

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗黒色
2 黒色
3 黒色 軟
4 黒色
5 暗褐色
6 暗茶褐色
7 暗茶褐色
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第４０１図　２４０号遺構出土遺物実測図・２４１号遺構出土遺物実測図⑴
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第４０２図　２４１号遺構出土遺物実測図⑵
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がある。遺物は遺構の中央部に分布し、覆土上層から中層にまとまって出土している。土器のうちわ
けは、撚糸文系・条痕文系などである。このうち主体を占めるのは、条痕文系で全体の９９．２％あり、
当該時期を２４１号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第４０１図８～１０・第４０２図１１～１６・第４０３図１７～２４
に、覆土一括扱いのものを第４０３図２５～３１に示した。８・９・１３・２５は条痕文系深鉢形土器の口縁部、
１４～２０は胴部、２１は底部の破片である。１０は口径２３２㎜・器高２８６㎜・底径４８㎜を測る平縁の深鉢形土
器である。浅い沈線区画内に刺突文を充填、交点に円形文を配す文様を構成し、無文部は鋸歯状をな
す。また口唇部には浅い刺突がめぐる。１１は口径３２２㎜・器高３５０㎜を測る平縁の深鉢形土器で、底部
は尖底である。輪積み痕をのこし、内面は指ナデ痕が顕著にみられる。１２は推定口径２２６㎜・現存器
高２９１㎜を測る平縁の深鉢形土器である。口唇部にキザミがあるほかは文様はなく、外面は横・斜方
向に、内面は横・斜・縦方向に条痕を施す。器形はかなり歪である。２２～２４、２６～３１は撚糸文系深鉢
形土器の胴部破片である。
２４２号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｈ９－０５・０９
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸３．３１ｍ・短軸２．８６ｍ・深さ４５㎝。燃焼面１箇所（第４０５図）。
【覆土】　黒褐色土・暗褐色土などを主体とする。一部に貝層がみられる。貝層は遺構覆土の中心部
よりの南側部分に、長軸１００・短軸９２・厚さ１８㎝ほどの規模で形成されていた。貝層は遺構基底面か
ら堆積している。
【重複関係】　南側で２４３号遺構と重複する。
【その他】　周囲に竪穴状の掘り込みがある。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
２４３号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｈ９－０９・１３
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸３．０３ｍ・短軸１．６７ｍ・深さ３１㎝。燃焼面４箇所（第４０５図）。
【覆土】　暗茶褐色土・茶褐色土などを主体とする。
【出土遺物】　１６点・１，１３０ｇの礫および礫石器が出土している。このうち９８．５％に被熱のあとがみら
れる。石器は、石核１点が出土している。土器は、８２点・１，９９９ｇ出土している。取り上げ方法は、
平面・垂直位置を記録した点あげ、一括扱いの両方がある。遺物は遺構基底面よりやや浮いた地点か
ら出土している。土器のうちわけは、撚糸文系・条痕文系などである。このうち主体を占めるのは、
条痕文系のもので全体の９５．５％あり、当該時期を２４３号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第４０６図１～３に、覆土一括扱いのものを第４０６図
４～１９に示した。４～８は条痕文系深鉢形土器の口縁部、１～３・９～１４は胴部、１５・１６は底部の破
片である。１７～１９は撚糸文系深鉢形土器の胴部破片である。
２４４号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｈ９－０９
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【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸２．３３ｍ・短軸１．６５ｍ・深さ６５㎝。燃焼面２箇所。形状はアメーバ状（第４０５図）。
【覆土】　黒褐色土・暗褐色土などを主体とする。ロームブロック・ローム粒を含む層が多い。
【出土遺物】　７点・７２３ｇの礫および礫石器が出土している。このうち９６．４％に被熱のあとがみられ
る。石器は、楔状石器１点出土している。土器は、３２点・８３９ｇ出土している。取り上げ方法は、平
面・垂直位置を記録した点あげ、一括扱いの両方がある。遺物は遺構覆土の中層から出土している。
土器のうちわけは、撚糸文系・条痕文系などである。このうち主体を占めるのは、条痕文系のもので
全体の９８．７％あり、当該時期を２４４号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第４０６図２０・２１に、覆土一括扱いのものを第４０７図
２２～２７に示した。２０・２２・２３は条痕文系深鉢形土器の口縁部、２１・２４は胴部、２５・２６は底部の破片で
ある。２７は撚糸文系深鉢形土器の胴部破片である。出土石器を第４０７図２８に示した。最大長５２．７㎜を
測る菫青石ホルンフェルス製の楔状石器である。
２４５号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｈ９－０９・１０
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸２．３８ｍ・短軸１．８７ｍ・深さ２６㎝。形状は楕円形（第４０４図）。
【覆土】　黒褐色土・暗黒褐色土などを主体とする。
【出土遺物】　１８点・１，０９５ｇの礫および礫石器が出土している。このうち７６．６％に被熱のあとがみら
れる。石器は石核２点、このほか無斑晶ガラス質安山岩の剥片１点が出土している。土器は、１７点・
３４０ｇ出土している。取り上げ方法は、平面・垂直位置を記録した点あげ、覆土一括扱いの両方があ
る。遺物は遺構中央部、基底面付近から出土している。土器のうちわけは、撚糸文系・条痕文系など
である。このうち主体を占めるのは、条痕文系のもので全体の７６．２％あり、当該時期を２４５号遺構の
帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第４０４図４に、一括扱いのものを第４０４図１～３、
５～７に示した。１は条痕文系深鉢形土器の口縁部、２・３は胴部の破片である。４は撚糸文系深鉢
形土器の口縁部、５～７は胴部の破片である。
２４６号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｈ９－０５・１０・１１
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸３．３０ｍ・短軸１．８４ｍ・深さ７６㎝。燃焼面２箇所。形状はアメーバ状（第４０８図）。
【覆土】　黒褐色土・暗褐色土などを主体とする。ロームブロック・ローム粒を含む層が多い。一部
に貝層がみられる。貝層は遺構覆土のほぼ全体的に、長軸３１２・短軸１３８・厚さ５２㎝ほどの規模で形成
されていた。貝層は覆土中層に堆積している。
【出土遺物】　５９点・１，４７１ｇの礫および礫石器が出土している。このうち７５．８％に被熱のあとがみら
れる。石器は、５点出土している。うちわけは、石核３点・敲石１点・軽石１点である。土器は、４６
点・５１４ｇ出土している。取り上げ方法は、平面・垂直位置を記録した点あげ、一括扱いの両方があ
る。遺物は遺構の西側、覆土の上層から中層を中心に分布する。土器のうちわけは、撚糸文系・条痕

－461－



文系などである。このうち主体を占めるのは、条痕文系で全体のおよそ９２％あり、当該時期を２４６号
遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第４０８図１・２、第４０９図３～８に、覆土一括扱い
のものを第４０９図９～１８に示した。１・２・９は条痕文系深鉢形土器の口縁部、３～６・１０～１４は胴
部の破片である。１は推定口径４９０㎜・現存器高１８２㎜を測る平縁の土器で、外面は横・斜・縦方向に、
内面は横・斜方向に条痕を施す。７・８・１５～１７は撚糸文系深鉢形土器の口縁部、１８は胴部の破片で
ある。
　出土石器のうち主なものを、第４０９図１９・２０に示した。１９は最大長５８．６㎜を測るチャート製の石核
である。２０は最大長６７㎜を測る無斑晶質安山岩製の敲石である。片側中央部に敲打痕がみられる。
２４７号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｈ８－１１・１５
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸１．２９ｍ・短軸０．７８ｍ・深さ９㎝。形状は円形（第４１0図）。
【重複関係】　古墳周溝と重複するため北側の部分を欠失する。
【出土遺物】　３点・３４ｇの被熱のあとがみられる礫が出土している。土器は、４５点・６７０ｇ出土して
いる。取り上げ方法は、覆土一括扱いもののみである。そのすべてが条痕文系のものであることか
ら、当該時期を２４７号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち主なものを第４１０図１～５に示した。１・２は条痕文系深鉢形土器の口
縁部、３～５は胴部の破片である。
２４８号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｈ８－１５
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸１．６０ｍ・短軸１．１７ｍ・深さ４１㎝。形状は楕円形。中央部に浅いピットがある（第
４１０図）。
【覆土】　暗褐色土・暗黄褐色土などを主体とする。
【出土遺物】　１９点・５９７ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。土器は、
１３点・７７ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いのもののみである。そのすべてが条痕文系
のものであることから、当該時期を２４８号遺構の帰属時期とみる。ただし、図示できるような資料は
なかった。
２４９号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｈ８－１５
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸１．６０ｍ・短軸０．８８ｍ・深さ３１㎝。形状は楕円形。中央部に浅いピットがある（第
４１０図）。
【覆土】　黒褐色土・黄褐色土などを主体とする。
【出土遺物】　８点・２４１ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。土器は、
５点・７９ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いもののみである。うちわけは、撚糸文系・
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条痕文系などである。このうち主体を占めるのは、条痕文系のもので全体のおよそ８６％あり、当該時
期を２４９号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第４１０図６～８に示した。６・７は条痕文系深鉢形土器の
胴部、８は撚糸文系深鉢形土器の胴部破片である。
２５０号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｈ８－１６
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸２．５３ｍ・短軸２．３６ｍ・深さ９２㎝。燃焼面２箇所。形状はアメーバ状（第４１１図）。
【重複関係】　古墳周溝と重複するため北側と西側の一部を欠失する。
【出土遺物】　４３点・２，４７５ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。石器は
石鏃１点、このほか黒曜石の剥片１点が出土している。土器は、１４０点・２，９４０ｇ出土している。取り
上げ方法は、平面・垂直位置を記録した点あげ、一括扱いの両方がある。遺物は遺構の東側中央部、
覆土の上層から中層を中心に分布している。土器のうちわけは、撚糸文系・条痕文系などである。こ
のうち主体を占めるのは、条痕文系のもので全体の９９．５％あり、当該時期を２５０号遺構の帰属時期と
みる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第４１１図１～６、第４１２図７～１３に、覆土一括扱い
のものを第４１２図１４～１８に示した。１・２は条痕文系深鉢形土器の口縁部、３～１０・１４～１７は胴部、
１１～１３は底部の破片である。１１は現存器高８０㎜・底径６２㎜を測るもので、外面斜方向に、内面斜・縦
方向に条痕が施される。底部は平底である。１８は撚糸文系深鉢形土器の胴部破片である。出土石器を
第４１２図１９に示した。最大長２２．８㎜を測るチャート製の石鏃である。
２５１号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｈ９－１２・１３
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸３．２５ｍ・短軸２．６５ｍ・深さ５２㎝。燃焼面４箇所。形状はアメーバ状（第４０５図）。
【覆土】　暗褐色土などを主体とする。ローム粒・焼土粒などを含むものがある。
【重複関係】　西側部分で２５０号遺構と重複。北側に２４３号遺構が隣接する。
【出土遺物】　４６点・１，８４２ｇの礫が出土している。このうち９７．１％に被熱のあとがみられる。石器
は、黒曜石の剥片４点がある。土器は、４３点・１，０１１ｇ出土している。取り上げ方法は、一括扱いの
もののみである。そのすべてが条痕文系のものであることから、当該時期を２５１号遺構の帰属時期と
みる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第４０７図２９～３９に示した。２９は条痕文系深鉢形土器の口縁
部、３０～３８は胴部、３９は現存器高３０㎜・推定底径５０㎜を測る底部破片である。
２５２号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｈ９－１３
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸２．２１ｍ・短軸１．３３ｍ・深さ１６㎝。形状は楕円形（第４１３図）。
【覆土】　暗茶褐色土・茶褐色土などを主体とする。ロームブロック・ローム粒を含む。
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【出土遺物】　土器は、１０点・１６８ｇ出土している。取り上げ方法は、一括扱いのもののみである。そ
のすべてが条痕文系のものであることから、当該時期を２５２号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第４１３図１に示した。条痕文系深鉢形土器の胴部破片であ
る。外面は横・斜方向に、内面は斜方向に条痕文が施される。
２５３号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｈ８－１６
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸１．３１ｍ・短軸０．９５ｍ・深さ１６㎝。形状は楕円形（第４１５図）。
【覆土】　茶褐色土・黒褐色土などを主体とする。
【出土遺物】　４点・４１ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。土器は、
８点・８６ｇ出土している。取り上げ方法は、一括扱いのもののみである。うちわけは、撚糸文系・条
痕文系などである。このうち主体を占めるのは、条痕文系のもので全体のおよそ９４％あり、当該時期
を２５３号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、一括扱いのものを第４１５図１・２に示した。１は撚糸文系深鉢形土器
の口縁部破片、２は条痕文系深鉢形土器の胴部破片である。
２５４号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｈ８－１６
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸３．０４ｍ・短軸０．６６ｍ・深さ６２㎝。燃焼面両端部に２箇所（第４１１図）。
【覆土】　黒褐色土・暗褐色土などを主体とする。ロームブロック・ローム粒・焼土粒を含む。
【出土遺物】　１２点・９８０ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。石器は、
菫青石ホルンフェルスの剥片１点がある。土器は、４４点・５５８ｇ出土している。取り上げ方法は、一
括扱いのもののみである。うちわけは、条痕文系・羽状縄文系・撚糸文系などである。このうち主体
を占めるのは、条痕文系のもので全体のおよそ９６％あり、当該時期を２５４号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第４１２図２０～２４に示した。２０～２３は条痕文系深鉢形土器の
口縁部および胴部破片である。２４は羽状縄文系深鉢形土器の口縁部破片である。
２５５号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｉ８－１５・１６、Ｉ８－０３・０４
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸１．９８ｍ・短軸１．１６ｍ・深さ３５㎝。主軸方向１０°。燃焼面１箇所（第４１４図）。
【覆土】　黒褐色土・暗黒褐色土などを主体とする。焼土粒を含むものがある。
【出土遺物】　３６点・１，２６８ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。土器
は、６４点・９７４ｇ出土している。取り上げ方法は、一括扱いのもののみである。うちわけは、撚糸文
系・条痕文系などである。このうち主体を占めるのは、条痕文系のもので全体の９７．７％あり、当該時
期を２５５号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第４１４図１～１２に示した。１～９は条痕文系深鉢形土器の
口縁部および胴部破片である。１は押し引き沈線による三角形区画内に押し引き沈線を充填、要所に
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円形文を施す。１０～１２は撚糸文系深鉢形土器の口縁部および胴部破片である。
２５６号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｉ８－０４
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸３．１０ｍ・短軸１．９０ｍ・深さ３２㎝。燃焼面２箇所。形状はアメーバ状（第４１５図）。
【覆土】　暗黒褐色土・暗褐色土などを主体とする。
【重複関係】　古墳周溝との重複により、東側の一部を欠失する。
【出土遺物】　５４点・１，５９１ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。石器
は、チャートなどの剥片６点がある。土器は、２０点・１５１ｇ出土している。取り上げ方法は、一括扱
いのもののみである。そのすべてが条痕文系のものであることから、当該時期を２５６号遺構の帰属時
期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、一括扱いのものを第４１５図３・４に示した。いずれも条痕文系深鉢形
土器の胴部破片である。
２５７号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｉ８－０３・０４
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸１．４３ｍ・短軸１．００ｍ・深さ２９㎝。形状は楕円形（第４１５図）。
【覆土】　黒褐色土・暗褐色土などを主体とする。
【出土遺物】　１６点・３２４ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。石器は、
石鏃１点が出土している。土器は、２１点・１５４ｇ出土している。取り上げ方法は、一括扱いのものの
みである。うちわけは、撚糸文系・条痕文系などである。このうち主体を占めるのは、条痕文系のも
ので全体のおよそ８６％あり、当該時期を２５７号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第４１５図５～７に示した。５・６は条痕文系深鉢形土器の
胴部破片である。７は撚糸文系深鉢形土器の胴部破片である。出土石器を第４１５図８に示した。最大
長３１．５㎜を測る無斑晶緻密質安山岩製の石鏃である。
２５８号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｈ９－０３
【種別】　炉穴？
【規模ほか】　長軸２．０９ｍ・短軸１．８３ｍ・深さ４３㎝。燃焼面は不明（第４１６図）。
【覆土】　暗黒茶褐色土・暗茶褐色土などを主体とする。
【重複関係】　南側で２６１号遺構と重複する。
【出土遺物】　１６点・６５７ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。土器は、
１８点・３２１ｇ出土している。取り上げ方法は、一括扱いもののみである。うちわけは、撚糸文系・条
痕文系などである。このうち主体を占めるのは、条痕文系で全体のおよそ９６％あり、当該時期を２５８
号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、一括扱いのものを第４１７図１～３に示した。
　１・２は条痕文系深鉢形土器の胴部破片である。３は撚糸文系深鉢形土器の胴部破片である。
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第４０４図　２４５号遺構実測図・遺物出土状況図および出土遺物実測図

第４０３図　２４１号遺構出土遺物実測図⑶

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色 テフラ 良い
2 暗黒褐色 良い
3 暗茶褐色 ローム
4 暗褐色 褐色土
5 茶褐色 ローム 良い
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第４０５図　２４２・２４３・２４４・２５１号遺構実測図

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色 多量の褐色土ブロック・ローム粒
2 黒褐色 多量のローム粒
3 暗黒褐色 ローム粒 良い
4 黒色 ローム粒・若干の褐色土ブロック 良い
5 暗茶褐色 ローム粒・褐色土
6 暗褐色 ロームブロック
7 暗褐色 良い
8 黒色 焼土
9 焼土

セクション位置：C－C'
No. 種別（土の混じり具合） 主体貝 その他の貝 備考
Ⅰ 混貝土層

セクション位置：C－C'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色
2 暗褐色 良い
3 暗褐色
4 黒褐色 良い
5 暗黒褐色
6 暗褐色
7 暗褐色
8 暗茶褐色
9 茶褐色
10 焼土

セクション位置：B－B'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒色 多量の褐色土ブロック
2 暗褐色 多量のテフラ
3 暗褐色 多量の褐色土・ローム粒・若干の焼土
4 黒褐色 多量のテフラ
5 暗赤褐色 多量の焼土粒
6 暗黄褐色 多量のローム粒
7 焼土
8 暗黄色
9 焼土（混入物あり）
10 暗褐色
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第４０８図　２４６号遺構実測図・遺物出土状況図および出土遺物実測図⑴

セクション位置：A－A'
No. 種別（土の混じり具合） 主体貝 その他の貝 備考
Ⅰ 純貝～混土貝層
Ⅱ 混土貝層
Ⅲ 混貝土層

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色
2 黒褐色 若干のローム粒
3 暗褐色 若干のローム
4 暗黒褐色
5 黒褐色 多量のローム
6 黒褐色
7 暗褐色
8 ロームブロック 張り床
9 黒色 多量のローム粒・ロームブロック

－470－



A

A'
b b'

a

a'

1

2

A A'

b
26.10m

26.10m

26.10m

b'

b b'

a
a'

1

2

1 1

5

6
8

7

9
4

3

2

3

4
5

6
7

8

Ⅰ

Ⅱ Ⅲ

b b'1

2
3
4

5 6
7 8

26.10m

3 4
5

6
7 8

9
10 11

12

13
14

15 16
17

18

19

20

第４０９図　２４６号遺構出土遺物実測図⑵

－471－



A

A'

a a'

A

A'

a
a'

1

2

3 4

5

6 7

8

A A'

a
26.70m

26.90m

A A'
26.70m

a'

a
27.00m

a'

1

12
3

3
33

2

2 3
45

6 7

古墳周溝

247号

248号

249号

A

A'

b

b'

c

c'

a

a'

1 2 3

4 5

6

b b'

a a'

a
26.80m

a'

a
26.80m

26.90m

a'

A
26.80m

1

2
3

45
2

6
7

11 10 8
12

6

A'

c
26.80m

c'

3 5

10

12

14

13

7

9

9

11

8

古墳周溝

古墳周溝
250号

251号

254号

〈250号〉

6

3

5
10

12
1

413

7

11
8

6

9

第４１０図　２４７・２４８・２４９号遺構実測図および出土遺物実測図

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒色 褐色土ブロック
2 暗褐色
3 黒色土ブロック・暗褐色土ブロック
4 黒褐色
5 暗黄褐色
6 暗褐色
7 暗黄褐色

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 汚い黒褐色
2 黒褐色 ローム粒
3 黄褐色
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第４１１図　２５０・２５４号遺構実測図・遺物出土状況図および２５０号遺構出土遺物実測図⑴

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒色
2 黒褐色 多量の褐色土ブロック
3 ロームブロック
4 暗茶褐色 ローム粒
5 黒褐色 ローム粒・焼土
6 ローム
7 暗茶褐色
8 暗茶褐色 ローム粒・ロームブロック
9 黒褐色 焼土
10 茶褐色 多量の焼土
11 黒褐色 若干の焼土粒
12 焼土
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第４１４図　２５５号遺構実測図および出土遺物実測図

第４１３図　２５２号遺構実測図および出土遺物実測図

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗茶褐色 黒色土ブロック・ロームブロック・ローム粒
2 茶褐色

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色 多量の褐色土ブロック
2 暗黒褐色 若干の褐色土粒 良い
3 黒褐色 ローム粒・若干の焼土
4 若干の焼土
5 焼土
6 1よりやや暗い黒褐色
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第４１５図　２５３・２５６・２５７号遺構実測図および出土遺物実測図

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色
2 茶褐色
3 暗褐色

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗黒褐色
2 暗黒褐色
3 2よりやや明るい暗黒褐色
4 暗褐色 褐色土・黒褐色土
5 暗褐色
6 黒色 ローム粒
7 褐色

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色 密
2 暗褐色 密
3 暗茶褐色
4 暗茶褐色
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２５９号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｈ９－０２・０３・０６
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸４．２０ｍ・短軸２．８６ｍ・深さ４８㎝。燃焼面は不明（第４１６図）。
【覆土】　暗黒褐色土・褐色土などを主体とする。一部に貝層がみられる。貝層は遺構覆土の南端部
に、長軸８５・短軸３６・厚さ１３㎝ほどの規模で形成されていた。
【重複関係】　北東側で２６０・２６１号遺構と重複する。
【出土遺物】　２点・４３２ｇの被熱のあとがみられる礫が出土している。土器は、１９点・４６５ｇ出土し
ている。取り上げ方法は、一括扱いのもののみである。そのすべてが条痕文系であることから、当該
時期を２５９号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、一括扱いのものを第４１７図４～７に示した。４～７は条痕文系深鉢形
土器の口縁部および胴部破片である。
２６０号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｈ９－０３
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸１．８９ｍ・短軸１．８５ｍ・深さ４７㎝。燃焼面６箇所。形状はアメーバ状（第４１６図）。
【覆土】　黒色土・暗褐色土などを主体とする。
【重複関係】　北側で２６１号遺構と重複する。ロームブロック・ローム粒などを含む。
【出土遺物】　土器は、１８点・５１５ｇ出土している。取り上げ方法は、平面・垂直位置を記録した点あ
げ、一括扱いの両方がある。うちわけは、撚糸文系・条痕文系などである。このうち主体を占めるの
は、条痕文系で全体のおよそ９６％あり、当該時期を２６０号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第４１７図８に、一括扱いのものを第４１７図９～１２に
示した。８～１０は条痕文系深鉢形土器の口縁部および胴部破片、１１は底部破片である。１２は撚糸文系
深鉢形土器の胴部破片である。
２６１号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｇ９－１５、Ｈ９－０３
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸５．１７ｍ・短軸３．８４ｍ・深さ１０６㎝。燃焼面２箇所。形状はアメーバ状（第４１６図）。
【覆土】　黒褐色土などを主体とする。ロームブロック・ローム粒などを含む。
【重複関係】　南側で２６０号と、北側で２５８号遺構と重複する。
【出土遺物】　６６点・３，９８５ｇの礫および礫石器が出土している。このうち７６．６％に被熱のあとがみら
れる。石器は、磨石１、磨石・敲石１点が出土している。
【遺物説明】　出土石器を第４１７図１３・１４に示した。１３は輝石安山岩製の磨石である。１４は最大長１００
㎜を測る砂岩製の磨石・敲石である。
２６２号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｇ９－１６、Ｇ１０－１３、Ｈ９－０４、Ｈ１０－０１
【種別】　炉穴
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第４１６図　２５８・２５９・２６０・２６１号遺構実測図

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗黒褐色
2 褐色 多量のローム粒・若干のブロック
3 暗茶色
4 暗茶色
5 暗茶褐色 ローム粒・ロームブロック

セクション位置：B－B'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色
2 褐色 多量のローム粒
3 暗褐色
4 暗褐色 ローム
5 暗褐色 ローム粒土・ロームブロック
6 黒褐色
7 黒褐色 多量のローム
8 暗褐色 ローム粒・ロームブロック
9 黒褐色 ロームブロック
10 ロームブロック・焼土粒
11 焼土粒 ローム焼土化ブロック
12 暗茶色
13 黒褐色 多量のロームブロック・若干のローム
14 暗黒色 若干のローム
15 黒褐色 良い
16 暗褐色 ロームブロック・ローム粒
17 暗黒褐色 若干のローム粒・ロームブロック
18 黒褐色 多量のローム粒・ロームブロック
19 焼土

セクション位置：C－C'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗茶褐色
2 暗黒茶褐色
3 暗黒茶褐色
4 暗茶色
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第４１７図　２５８・２５９・２６０・２６１号遺構出土遺物実測図
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【規模ほか】　長軸２．３０ｍ・短軸２．１８ｍ・深さ４８㎝。燃焼面２箇所。形状は楕円形。２基が北向きに
並立する（第４１８図）。
【重複関係】　南側で２６４号遺構と重複する。
【出土遺物】　１０点・１，３０６ｇの礫および礫石器が出土している。このうち３５．６％に被熱のあとがみら
れる。石器は、磨石・敲石１点が出土している。土器は２１４点・３，７７８ｇ出土している。取り上げ方法
は、平面・垂直位置を記録した点あげ、一括扱いの両方がある。遺物は遺構の覆土上層から出土して
いる。土器のうちわけは、撚糸文系・条痕文系・羽状縄文系などである。このうち主体を占めるのは、
条痕文系のもので全体のおよそ９８％あり、当該時期を２６２号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第４１９図１・２に、覆土一括扱いのものを第４１９図
３～１４に示した。２は現存器高９４㎜・底径８４㎜を測る条痕文系深鉢形土器の底部である。外面斜方
向、内面斜・横方向に条痕を施す。平底でやや上げ底となる。１・３～１２は条痕文系深鉢形土器の口
縁部および胴部破片である。１３は撚糸文系深鉢形土器の胴部破片である。１４は羽状縄文系深鉢形土器
の胴部破片である。出土石器を第４１９図１５に示した。最大長１３０㎜を測る輝石安山岩製の磨石・敲石で
ある。
２６３号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｈ９－０４
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸２．５３ｍ・短軸１．６８ｍ・深さ１４㎝。燃焼面２箇所。形状はアメーバ状。中央部がカ
クランにより欠失する（第４１８図）。
【重複関係】　２６４号遺構の内部に位置する。
【出土遺物】　６４点・２，９３１ｇの礫および礫石器が出土している。このうち８４％に被熱のあとがみられ
る。石器は、３点が出土している。うちわけは、敲石１点・石鏃１点・楔状石器１点、このほか黒曜
石などの剥片２点がある。土器は、２７０点・４，７００ｇ出土している。取り上げ方法は、平面・垂直位置
を記録した点あげ、一括扱いの両方がある。遺物は焼成面付近、遺構基底面から１０～２０㎝ほど浮いた
位置から出土している。土器のうちわけは、撚糸文系・条痕文系・羽状縄文系・加曽利Ｂ式などであ
る。このうち主体を占めるのは、条痕文系のもので全体の９４．１％あり、当該時期を２６３号遺構の帰属
時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第４２０図１～５に、一括扱いのものを第４２０図６・
７、第４２１図８～２８に示した。１～３、６～２６は条痕文系深鉢形土器の口縁部および胴部破片であ
る。１は環状把手をもつ口縁部で、この部分から縦位三条の幅広の押し引き沈線が垂下する。これと
直行し同様の沈線が一条めぐる。口唇部の一部に刻みが施される。１３は外面に縄文、内面口唇部に絡
条体の圧痕、その下部に条痕が施される深鉢形土器の口縁部破片である。４は現存器高７２㎜・底径５４
㎜を測る深鉢形土器の底部である。内面には縦・斜方向の条痕が顕著に施される。２７は現存器高３０㎜・
推定底径７７㎜を測る深鉢形土器の底部である。２８は羽状縄文系深鉢形土器の胴部破片である。５は加
曽利Ｂ式とみられる深鉢形粗製土器の口縁部破片である。出土石器を第４２１図２９～３１に示した。２９は
最大長１０４㎜を測る輝石安山岩製の敲石である。表裏面中央部と両側縁部に敲打痕がみられる。３０は
最大長１９．９㎜を測る頁岩製の石鏃である。３１は最大長２４．２㎜を測るチャート製の楔状石器である。
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２６４号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｈ９－０４・０８、Ｈ１０－０１・０５
【種別】　竪穴状遺構
【規模ほか】　長軸６．１８ｍ・短軸６．０５ｍ・深さ２４㎝。南側に壁面を残すが、北側は消滅する。本遺構
内部や縁辺部に炉穴が位置することから、あるいはこれらの遺構に伴う竪穴かもしれない（第４１８図）。
【覆土】　暗褐色土などを主体とする。
【重複関係】　西側が古墳周溝と重複するため欠失する。北側で２６２号遺構と、南側で２６５号遺構と重
複する。また、中央部がカクランにより一部欠失する。
【出土遺物】　５０点・２，４４１ｇの礫および礫石器が出土している。このうち８４．６％に被熱のあとがみら
れる。石器は、２点が出土している。うちわけは、ＲＦ１点・磨石１点、このほか珪質頁岩の剥片１
点がある。土器は、７５点・１，２８５ｇ出土している。取り上げ方法は、平面・垂直位置を記録した点あ
げ、一括扱いの両方がある。土器のうちわけは、条痕文系・羽状縄文系などである。このうち主体を
占めるのは、条痕文系のもので全体のおよそ９７％あり、当該時期を２６４号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第４２２図１～３に、一括扱いのものを第４２２図４～
１７に示した。１～１５は条痕文系深鉢形土器の口縁部および胴部破片である。１・２は口縁部直下に二
列の連続刺突文を施す波状口縁の深鉢形土器である。１５は現存器高１３７㎜・胴部最大径１７０㎜を測る。
１６は羽状縄文系深鉢形土器の胴部破片である。出土石器を第４２２図１８・１９に示した。１８は最大長３３．０
㎜を測る黒曜石製のＲＦである。１９は最大長１００㎜を測る流紋岩質凝灰岩製の磨石である。
２６５号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｈ９－０４・０８、Ｈ１０－０１・０５
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸３．８８ｍ・短軸１．７７ｍ・深さ５３㎝。燃焼面３箇所。形状はアメーバ状（第４１８図）。
【覆土】　暗黒褐色土・黒褐色土などを主体とする。ローム粒・焼土粒を含む。
【出土遺物】　１４７点５，８３０ｇの礫および礫石器が出土している。このうち８３．８％に被熱のあとがみら
れる。石器は、５点が出土している。うちわけは、敲石３点・石鏃１点・石核１点、このほか黒曜石・
チャートなどの剥片５点がある。土器は、１５０点・２，７３７ｇ出土している。取り上げ方法は、平面・垂
直位置を記録した点あげ、一括扱いの両方がある。遺物は遺構中央部、基底面からやや浮いた状態で
出土している。うちわけは、撚糸文系・条痕文系などである。このうち主体を占めるのは、条痕文系
のもので全体のおよそ９８％あり、当該時期を２６５号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第４２３図１～５に、一括扱いのものを第４２３図６～
２０に示した。１～１８は条痕文系深鉢形土器の口縁部および胴部破片である。１９は底部破片で底面にも
条痕が施される。２０は撚糸文系深鉢形土器の胴部破片である。出土石器のうち主なものを、第４２３図
２１～２４に示した。２１・２４は砂岩製の敲石、２２は輝石安山岩製の敲石、２３は最大長２５．５㎜を測る頁岩製
の石鏃である。
２６６号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｈ１０－０１
【種別】　炉穴
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第４１８図　２６２・２６３・２６４・２６５号遺構実測図・遺物出土状況図

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色
2 黒褐色 やや良い
3 暗黒褐色
4 暗褐色
5 暗褐色

セクション位置：B－B'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗茶色
2 暗褐色
3 暗茶色
4 ロームブロック
5 焼土
6 暗褐色 若干の褐色土ブロック
7 暗褐色 暗茶色土ブロック
8 暗黒褐色
9 黒褐色 多量のローム粒
10 暗黒褐色 焼土
11 暗赤褐色
12 焼土
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第４１９図　２６２号遺構出土遺物実測図
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【規模ほか】　長軸３．３６ｍ・短軸２．０９ｍ・深さ７８㎝。燃焼面３箇所。形状はアメーバ状（第４２４図）。
【覆土】　暗黒褐色土・暗褐色土などを主体とする。
【出土遺物】　１２点・８９２ｇの礫および礫石器が出土している。このうち９９．７％に被熱のあとがみられ
る。石器は、楔形石器１点が出土している。土器は、２６点・５１９ｇ出土している。取り上げ方法は、
平面・垂直位置を記録した点あげ、一括扱いの両方がある。うちわけは、撚糸文系・条痕文系などで
ある。このうち主体を占めるのは、条痕文系のもので全体のおよそ９５％あり、当該時期を２６６号遺構
の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第４２４図１に、一括扱いのものを第４２４図２～１０に
示した。１は現存器高４４㎜・推定底径７６㎜を測る条痕文系深鉢形土器の底部である。２～９は条痕文
系深鉢形土器の口縁部および胴部破片である。１０は撚糸文系深鉢形土器の口縁部破片である。出土石
器を第４２４図１１に示した。最大長３０．０㎜を測る珪質頁岩製の楔形石器である。
２６７号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｈ１０－０１
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸１．００ｍ・短軸０．６２ｍ・深さ１２㎝。燃焼面１箇所（第４２４図）。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
２６８号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｈ１０－０１・０２
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸２．４６ｍ・短軸１．２９ｍ・深さ１５㎝。形状は楕円形（第４２５図）。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
２６９号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｈ９－１２
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸２．３７ｍ・短軸２．０１ｍ・深さ８８㎝。燃焼面３箇所。形状は楕円形（第４２５図）。
【覆土】　暗黒褐色土などを主体とする。一部に貝層がみられる。貝層は遺構覆土の東部に大１箇
所、南部に小１箇所、長軸１８６・短軸８８・厚さ４６㎝ほどの規模で形成されていた。
【重複関係】　北側・西側で古墳周溝と重複する。
【出土遺物】　土器は、４点・２２１ｇ出土している。取り上げ方法は、平面・垂直位置を記録した点あ
げのみである。うちわけは、撚糸文系・条痕文系などである。このうち主体を占めるのは、条痕文系
のもので全体のおよそ９１％あり、当該時期を２６９号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第４２５図１～３に示した。１は条痕文系深鉢形土器の口縁
部破片である。２は現存器高６７㎜・推定底径８０㎜を測る底部でやや上げ底である。３は撚糸文系深鉢
形土器の口縁部破片である。
２７０号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｉ８－０３
【種別】　炉穴
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第４２４図　２６６・２６７号遺構実測図および出土遺物実測図

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色 多量の褐色土ブロック
2 暗黒褐色 若干の暗褐色土ブロック
3 暗黒褐色
4 暗褐色
5 暗黒褐色
6 暗黒褐色
7 暗黒褐色 若干の焼土
8 暗黒褐色 若干のロームブロック
9 暗褐色
10 暗褐色 多量のローム粒
11 暗茶褐色
12 暗褐色
13 暗茶褐色
14 焼土
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第４２５図　２６９・２６８号遺構実測図および出土遺物実測図

セクション位置：A－A'
No. 種別（土の混じり具合） 主体貝 その他の貝 備考
Ⅰ 混土貝層

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色 多量のローム粒・多量の褐色土
2 ロームブロック・焼土
3 焼土粒・若干の灰
4 黒色 焼土粒
5 暗茶色
6 暗茶色 ロームブロック
7 暗黒褐色
8 暗赤褐色
9 暗赤褐色
10 暗黒茶褐色
11 焼土
12 暗茶色
13 焼土
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【規模ほか】　長軸２．０９ｍ・短軸１．３６ｍ・深さ３９㎝。主軸方向　２８１°。燃焼面１箇所（第４２６図）。
【覆土】　暗褐色土・暗黒褐色土などを主体とする。ロームブロック・ローム粒・焼土粒などを含む。
【出土遺物】　１１点・２９７ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。土器は、
３３点・４３８ｇ出土している。取り上げ方法は、一括扱いのもののみである。うちわけは、撚糸文系・
条痕文系などである。このうち主体を占めるのは、条痕文系のもので全体のおよそ９７％あり、当該時
期を２７０号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第４２６図１～４に示した。１・２は条痕文系深鉢形土器の
口縁部、３・４は胴部の破片である。
２７１号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｉ８－０７・０８
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸２．４８ｍ・短軸１．０８ｍ・深さ４１㎝。主軸方向　３２４°。燃焼面１箇所（第４２６図）。
【重複関係】　古墳周溝との重複により遺構中央部および南端部が欠失する。
【出土遺物】　３０点・４０６ｇの礫および礫石器が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられ
る。石器は、黒曜石の剥片２点がある。土器は、３６点・２７６ｇ出土している。取り上げ方法は、一括
扱いのもののみである。うちわけは、撚糸文系・条痕文系などである。このうち主体を占めるのは、
条痕文系のもので全体のおよそ９７％あり、当該時期を２７１号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第４２６図５に示した。条痕文系深鉢形土器の胴部破片であ
る。
２７２号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｉ８－０５・０６
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸４．４３ｍ・短軸２．３８ｍ・深さ３９㎝。燃焼面４箇所。形状はアメーバ状（第４２６図）。
【覆土】　黒褐色土・暗茶褐色土などを主体とする。ロームブロック・ローム粒・焼土粒などを含む。
【重複関係】　南側で古墳主体部と重複。
【出土遺物】　４８点・２，６０５ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。土器
は、１４１点・２，００５ｇ出土している。取り上げ方法は、平面・垂直位置を記録した点あげ、一括扱いの
両方がある。遺物は遺構中央部、覆土中層から下層あたりから出土している。土器のうちわけは、撚
糸文系・条痕文系などである。このうち主体を占めるのは、条痕文系のもので全体のおよそ９８％あ
り、当該時期を２７２号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第４２７図１～６に、一括扱いのものを第４２７図７～
２５に示した。１～１８は条痕文系深鉢形土器の口縁部および胴部破片、１９は底部破片である。１～３は
同一個体で、細い沈線による三角形・菱形区画内を刺突文で充填するもの。文様帯は、上部に浅い刺
突を付す二段の横位隆帯で区画される。口唇部前面にキザミがめぐる。２０～２５は撚糸文系深鉢形土器
の口縁部および胴部破片である。
２７３号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｉ８－０５・０６
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第４２６図　２７０・２７１・２７２・２７３号遺構実測図・遺物出土状況図および出土遺物実測図

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗黒褐色 多量のローム・少量のロームブロック
2 黒褐色 多量のローム粒・若干の焼土
3 暗褐色
4 暗褐色 多量のローム
5 暗茶褐色 ローム粒
6 暗褐色 多量のローム粒・焼土
7 焼土・ローム粒
8 暗茶褐色 焼いたローム

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色 若干のローム粒
2 黒褐色 多量のローム粒
3 暗茶色 ローム粒土
4 暗茶褐色 ローム粒・ロームブロック・褐色土粒
5 暗茶色 若干の焼土粒
6 暗茶色 多量の焼土粒
7 焼土粒
8 黒褐色 若干のローム粒
9 黒褐色 多量のローム粒
10 暗茶褐色 多量のローム粒・ロームブロック
11 暗茶褐色 多量のローム粒・ロームブロック・若干の焼土
12 焼土粒・ロームブロック
13 焼土
14 焼土
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第４２７図　２７２号遺構出土遺物実測図
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【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸２．３６ｍ・短軸１．４２ｍ・深さ６４㎝。主軸方向　６０°。燃焼面２箇所（第４２６図）。
【重複関係】　北側で古墳主体部と重複。
【出土遺物】　１点・３２ｇの被熱した礫が出土している。土器は、１３点・１５９ｇ出土している。取り上
げ方法は、一括扱いのもののみである。このうち主体を占めるのは、条痕文系のもので全体のおよそ
８６％あり、当該時期を２７３号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器を第４２６図６・７に示した。撚糸文系深鉢形土器の胴部破片である。条痕文系
のものは細片のため、図示できる資料がなかった。
２７４号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｉ８－０６・１０
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸３．０４ｍ・短軸１．０６ｍ・深さ６８㎝。主軸方向　１７４°。燃焼面１箇所（第４２８図）。
【覆土】　黒褐色土・暗茶色土などを主体とする。ロームブロック・ローム粒などを含む。一部に貝
層がみられる。貝層は遺構覆土の中心部分に、長軸９４・短軸５２・厚さ１６㎝ほどの規模で形成されてい
た。
【出土遺物】　１２点・６３９ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。土器は、
４点・３５ｇ出土している。取り上げ方法は、一括扱いのもののみである。そのすべてが条痕文系で
あることから、当該時期を２７４号遺構の帰属時期とみる。ただし、細片ばかりで図示できる資料はな
かった。
２７５号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｉ８－０９・１３
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸３．１８ｍ・短軸１．８１ｍ・深さ４９㎝。燃焼面１箇所（第４２８図）。
【重複関係】　古墳周溝との重複により西側を欠失する。
【出土遺物】　３４点・２，５０１ｇの礫および礫石器が出土している。このうち７７．６％に被熱のあとがみら
れる。石器は、２点が出土している。うちわけは、磨石１点・敲石１点である。土器は、１０点・１３７
ｇ出土している。取り上げ方法は、一括扱いのもののみである。そのすべてが条痕文系のものである
ことから、当該時期を２７５号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第４２８図１・２に示した。条痕文系深鉢形土器の口縁部破
片である。出土石器を第４２８図３・４に示した。３は流紋岩質凝灰岩製の磨石、４は砂岩製の敲石で
ある。
２７６号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｉ８－１０
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸２．３４ｍ・短軸１．１８ｍ・深さ３２㎝。主軸方向　１９７°。燃焼面１箇所（第４２８図）。
【出土遺物】　３０点・８９６ｇの礫が出土している。このうち８８．２％に被熱のあとがみられる。土器は、
３６点・５１０ｇ出土している。取り上げ方法は、一括扱いのもののみである。うちわけは、撚糸文系・
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第４２８図　２７４・２７５・２７６号遺構実測図および出土遺物実測図

セクション位置：A－A'
No. 種別（土の混じり具合） 主体貝 その他の貝 備考
Ⅰ 混貝土層

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 黒褐色
2 暗褐色
3 暗茶色 ロームブロック・ローム
4 黒褐色 多量のローム粒・ロームブロック 軟質
5 暗褐色 ローム粒・ブロック
6 暗茶褐色
7 暗茶色 ローム粒・ロームブロック
8 黒褐色 ローム粒・ロームブロック
9 暗黒茶褐色 ローム粒・ロームブロック・褐色土粒
10 焼土粒 ローム粒焼土化
11 暗茶色
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条痕文系・羽状縄文系などである。このうち主体を占めるのは、条痕文系のもので全体のおよそ７１％
あり、当該時期を２７６号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第４２８図５～１０に示した。５は条痕文系深鉢形土器の胴部
破片である。６～１０は撚糸文系深鉢形土器の口縁部および胴部破片である。
２７７号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｉ８－０７・１１
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸５．０５ｍ・短軸３．４０ｍ・深さ４０㎝。燃焼面６箇所。形状はアメーバ状（第４２９図）。
【覆土】　暗褐色土を主体とする。
【重複関係】　古墳周溝との重複により一部を欠失する。
【出土遺物】　１４点・７９０ｇの礫および礫石器が出土している。このうち２１％に被熱のあとがみられ
る。石器は、４点が出土している。うちわけは、両極石核１点・敲石１点・磨石２点である。土器は、
９７点・１，１４０ｇ出土している。取り上げ方法は、一括扱いのもののみである。うちわけは、撚糸文系・
撚糸文系（無文）・条痕文系・羽状縄文系・称名寺式などである。このうち主体を占めるのは、条痕
文系のもので全体の９３．２％あり、当該時期を２７７号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第４２９図１～１４に示した。１～１１は条痕文系深鉢形土器の
口縁部および胴部破片である。１２は撚糸文系深鉢形土器の口縁部破片、１３は羽状縄文系深鉢形土器の
胴部破片、１４は称名寺式深鉢形土器の胴部破片とみられる。出土石器を第４３０図１５～１８に示した。１５
は最大長６１．８㎜を測るチャート製の両極石核である。１６は流紋岩質凝灰岩製の敲石である。１７・１８は
砂岩製の磨石である。
２７８号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｉ８－０８・１２
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸１．１０ｍ・短軸０．７１ｍ・深さ１２㎝。燃焼面１箇所（第４３１図）。
【出土遺物】　１７点・５８２ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。土器は、
１５点・２００ｇ出土している。取り上げ方法は、一括扱いのもののみである。そのすべてが条痕文系の
ものであることから、当該時期を２７８号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なのものを第４３１図１・２に示した。条痕文系深鉢形土器の胴部破
片である。
２７９号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｉ８－１１・１２
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸２．１８ｍ・短軸１．８５ｍ・深さ４５㎝。燃焼面不明（第４３２図）。
【覆土】　暗茶色土・暗茶褐色土などを主体とする。
【重複関係】　古墳主体部との重複により東側部分を欠失する。
【出土遺物】　１５点・６５５ｇの礫および礫石器が出土している。このうち８４．１％に被熱のあとがみられ
る。石器は石核１点、このほか無斑晶質ガラス質安山岩の剥片１点がある。土器は、４０２点・５，０９３ｇ
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第４２９図　２７７号遺構実測図および出土遺物実測図⑴

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗褐色
2 暗褐色 密
3 暗茶色 ローム粒・若干のロームブロック
4 暗赤褐色 多量の焼土粒
5 焼土
6 赤黄色 ローム焼土化
7 暗茶褐色
8 暗黄褐色
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第４３１図　２７８・２８０号遺構実測図および出土遺物実測図

第４３０図　２７７号出土遺物実測図⑵
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第４３２図　２７９号遺構実測図および出土遺物実測図⑴

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考
1 暗褐色
2 暗茶褐色 多量のロームブロック
3 暗茶色 多量の褐色土ブロック
4 暗黄色
5 暗黄色
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第４３３図　２７９号遺構出土遺物実測図⑵
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出土している。取り上げ方法は、一括扱いのもののみである。うちわけは、撚糸文系・撚糸文系（無
文）・条痕文系などである。このうち主体を占めるのは、条痕文系のもので全体のおよそ９８％あり、
当該時期を２７９号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第４３２図１～１６・第４３３図１７～４１に示した。１～３２は条痕
文系深鉢形土器の口縁部および胴部破片、３３～３７は底部破片である。１は推定口径２４０㎜・現存器高
５７㎜を測る平縁の土器で、口唇部前面に刺突をめぐらせる。３８～４１は撚糸文系深鉢形土器の口縁部お
よび胴部破片である。出土石器を第４３３図４２に示した。最大長７３㎜を測る珪質頁岩製の石核である。
２８０号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｉ９－０８・０９
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸２．７３ｍ・短軸１．３８ｍ・深さ８０㎝。燃焼面２箇所。形状はアメーバ状（第４３１図）。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
２８１号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｉ９－０９・１３
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸２．１８ｍ・短軸１．１８ｍ・深さ５５㎝。主軸方向５３°。燃焼面１箇所（第４３４図）。
【覆土】　黒褐色土・暗褐色土などを主体とする。
【重複関係】　古墳周溝と重複のため北側の一部を欠失する。
【出土遺物】　８点・５６２ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。土器は、
１３点・４８６ｇ出土している。取り上げ方法は、一括扱いのもののみである。うちわけは、撚糸文系・
条痕文系などである。このうち主体を占めるのは、条痕文系のもので全体のおよそ９１％あり、当該時
期を２８１号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第４３４図１～７に示した。１～５は条痕文系深鉢形土器の
口縁部および胴部破片である。６・７は撚糸文系深鉢形土器の胴部破片である。
２８２号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｉ８－１３・１４、Ｊ８－０１・０２
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸２．８９ｍ・短軸２．０１ｍ・深さ５８㎝。燃焼面１箇所。形状はアメーバ状（第４３５図）。
【出土遺物】　１４点・１，２６０ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。土器
は、９３点・１，５８６ｇ出土している。取り上げ方法は、一括扱いのもののみである。そのすべてが条痕
文系のものであることから、当該時期を２８２号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第４３５図１～７に示した。１～３は条痕文系深鉢形土器の
口縁部、４～７は胴部の破片である。３は推定口径１１８㎜・現存器高１０１㎜を測る小型の土器である。
２８３号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｉ８－１４・１５、Ｊ８－０２・０３
【種別】　落ち込み
【規模ほか】　長軸４．２２ｍ・短軸１．２４ｍ・深さ１７㎝。形状は不整形（第４３６図）。
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第４３５図　２８２号遺構実測図および出土遺物実測図

第４３４図　２８１号遺構実測図および出土遺物実測図

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考

1 黒褐色 褐色土
2 暗黒褐色
3 明褐色
4 明褐色 焼土
5 焼土
6 暗褐色 ローム粒
7 ローム焼土化ブロック
8 暗茶褐色 ブロック
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【出土遺物】　２０点・６８４ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。石器は、
２点が出土している。うちわけは、ＵＦ１点・楔形石器１点、このほか菫青石ホルンフェルスの剥片
１点がある。土器は、２１点・３３４ｇ出土している。取り上げ方法は、一括扱いのもののみである。う
ちわけは、条痕文系・羽状縄文系・称名寺式などである。このうち主体を占めるのは、条痕文系のも
ので全体のおよそ７５％あり、当該時期を２８３号遺構の帰属時期とみる。

第４３６図　２８３・２８４号遺構実測図および出土遺物実測図

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考

1 暗褐色 暗茶色土ブロック
2 黒褐色
3 ソフトローム
4 暗黒褐色 暗褐色土ブロック・ローム粒
5 暗茶褐色 若干の焼土粒・ローム粒
6 暗茶褐色
7 焼土
8 明褐色 焼土粒
9 明褐色

10 焼土・暗褐色土粒
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【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第４３６図１～３に示した。１は条痕文系深鉢形土器の口縁
部破片である。２は羽状縄文系・関山式深鉢形土器の胴部破片、文様は丸組紐である。３は称名寺式
深鉢形土器の口縁部破片である。出土石器を第４３６図４に示した。最大長２２．９㎜を測る黒曜石製のＵ
Ｆである。
２８４号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｉ８－１５
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸２．３０ｍ・短軸１．９０ｍ・深さ８４㎝。主軸方向　２２０°。燃焼面１箇所（第４３６図）。
【覆土】　暗褐色土・暗黒褐色土などを主体とする。
【重複関係】　古墳周溝と重複するため北側の部分を欠失する。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
２８５号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｉ８－１５・１６
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸２．２４ｍ・短軸１．０８ｍ・深さ６５㎝。主軸方向５°。燃焼面１箇所（第４３７図）。
【重複関係】　古墳周溝との重複により中央部分が欠失する。
【出土遺物】　１５点・６７６ｇの礫および礫石器が出土している。このうち６０．８％に被熱のあとがみられ
る。石器は、２点が出土している。うちわけは、磨石１点、磨石・敲石１点、このほか黒曜石の剥片
５点がある。土器は、１７１点・１，４８５ｇ出土している。取り上げ方法は、一括扱いのもののみである。
うちわけは、撚糸文系・条痕文系などである。このうち主体を占めるのは、条痕文系のもので全体の
およそ９６％あり、当該時期を２８５号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第４３８図１～１５に示した。１～１３は条痕文系深鉢形土器の
口縁部および胴部破片である。１４・１５は撚糸文系深鉢形土器の胴部破片である。出土石器を、第４３８
図１６・１７に示した。１６はスコリア質安山岩の磨石破片である。１７は最大長９２㎜を測るスコリア質安山
岩の磨石・敲石である。表裏面および上下端部が摩耗し、表裏面中央部に敲打痕がみられる。
２８６号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｊ８－０３・０４
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸２．０５ｍ・短軸０．９９ｍ・深さ２８㎝。主軸方向４２°。燃焼面１箇所（第４３７図）。
【覆土】　黒褐色土などを主体とする。ロームブロック・ローム粒を含む。
【重複関係】　古墳周溝との重複のため北側および東側を欠失する。
【その他】　周囲に竪穴状の掘り込みがある。
【出土遺物】　２点・１６７ｇの被熱のあとがみられる礫が出土している。石器は、黒曜石・チャート
の剥片２点がある。土器は、２９点・４４６ｇ出土している。取り上げ方法は、一括扱いのもののみであ
る。そのすべてが条痕文系のものであることから、当該時期を２８６号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第４３８図１８に示した。条痕文系深鉢形土器の胴部破片であ
る。
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第４３７図　２８５・２８６・２８７号遺構実測図

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考

1 黒褐色 多量のローム粒
2 明茶褐色 ローム
3 明黒褐色 ローム粒
4 黒褐色 褐色土粒
5 暗茶色 焼土粒
6 明褐色
7 暗茶色
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２８７号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｊ８－０４
【種別】　土坑？
【規模ほか】　長軸１．３５ｍ・短軸１．０３ｍ・深さ４６㎝（第４３７図）。
【重複関係】　古墳との重複のため本遺構の残存部は西側のごく一部だけである。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
２８８号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｊ９－０１
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸２．９６ｍ・短軸１．３０ｍ・深さ３７㎝。燃焼面１箇所（第４３９図）。
【覆土】　黒褐色土・暗褐色土などを主体とする。ローム粒・焼土粒などを含む。この遺構内のもの
とする貝層サンプルが残されているが、その規模・厚さを示す図面記録がないため詳細は不明。ボ
リュームとしては、水洗後重量で３．３㎏程度のものである。
【重複関係】　東側で２８９号遺構と重複する。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
２８９号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｊ９－０１・０５
【種別】　炉穴？
【規模ほか】　長軸２．８６ｍ・短軸１．１２ｍ・深さ５０㎝。燃焼面不明（第４３９図）。
【覆土】　暗黒褐色土・暗茶褐色土などを主体とする。
【重複関係】　西側で２８８号遺構と重複する。
　出土遺物がないため遺構の詳細時期は不明。
２９０号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｉ９－１３・１４、Ｊ９－０１・０２
【種別】　土坑
【規模ほか】　長軸１．３６ｍ・短軸１．２９ｍ・深さ３５㎝（第４３９図）。
【覆土】　黒褐色土・褐色土などを主体とする。
【出土遺物】　土器は、２点・１０ｇ出土している。取り上げ方法は、一括扱いのもののみである。い
ずれも条痕文系のものであることから、当該時期を２９０号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第４３９図１に示した。条痕文系深鉢形土器の胴部破片であ
る。
２９１号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｊ９－０１
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸２．６０ｍ・短軸１．６０ｍ・深さ３５㎝。主軸方向９°。燃焼面１箇所（第４３９図）。
【覆土】　黒褐色土・暗褐色土などを主体とする。ロームブロックを含む。
【出土遺物】　土器は、１４点・２３４ｇ出土している。取り上げ方法は、一括扱いのもののみである。う

－507－



B

B'

A A'

a

a'

A

A'

a
a'

1

2

3

4

5

6

7 8

B B'

A
26.50m

26.50m

26.50m

A'

a
26.50m

a'

A A'

a a'

A

A'b

b'

c
c'

a
a'

A A'

b b'

c c'

a
26.50m

26.50m

26.50m

26.50m

26.50m

a'

12

3

12
3

4

5

6

7

1 2

3

4

5

1
23

4
5

289号

290号 291号

288号

A

A'

a a'

1

2 3 4 5

6 7
8

9

10 11 12

13

14

15

A
27.10m

A'

a a'

1

1

1

2 3

456
7 8

9
10

11古墳周溝

古墳周溝 Ⅰ

27.00m

第４３９図　２８８・２８９・２９０・２９１号遺構実測図および出土遺物実測図

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考

1 黒褐色 若干の褐色土ブロック
2 黒褐色 多量の褐色土
3 暗褐色 焼土粒
4 暗褐色 ソフトローム粒
5 暗茶色 ローム粒・若干のロームブロック

セクション位置：B－B'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考

1 暗黒褐色 若干の褐色土ブロック
2 暗茶褐色 多量のローム粒
3 黒色 若干のローム粒
4 黒褐色
5 暗茶褐色

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考

1 黒褐色
2 褐色
3 明褐色

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考

1 黒褐色 多量の暗褐色土粒
2 暗褐色 若干の褐色土
3 暗黒褐色 褐色土
4 暗褐色 ロームブロック
5 褐色 褐色土粒
6 暗茶色 ロームブロック
7 ロームブロック
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第４４０図　２９２号遺構実測図・遺物出土状況図および出土遺物実測図⑴

セクション位置：A－A'
No. 種別（土の混じり具合） 主体貝 その他の貝 備考
Ⅰ 混貝土層

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考

1 黒褐色
2 暗褐色
3 暗黄色
4 暗茶色
5 黒褐色
6 黒褐色 褐色土ブロック
7 暗黒褐色 若干のローム粒・焼土
8 暗黒茶褐色 若干の焼土粒
9 褐色 ローム粒・ロームブロック・焼土粒

10 ローム粒・ロームブロック・黒褐色土ブロック・
多量の焼土

11 焼土（混入物あり）
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第４４１図　２９２号遺構出土遺物実測図⑵
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ちわけは、撚糸文系・撚糸文系（無文）・条痕文系などである。このうち主体を占めるのは、条痕文
系のもので全体のおよそ８５％あり、当該時期を２９１号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第４３９図２～８に示した。２～６は条痕文系深鉢形土器の
胴部破片である。７は撚糸文系深鉢形土器の胴部破片である。８は底部近くの破片である。
２９２号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｉ９－０２・０６
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸２．８７ｍ・短軸１．７５ｍ・深さ８８㎝。燃焼面１箇所（第４４０図）。
【覆土】　黒褐色土などを主体とする。ロームブロック・ローム粒・焼土粒などを含む。一部に貝層
がみられる。貝層は遺構中央の覆土中層付近に、長軸３８・短軸３５・厚さ３２㎝ほどの規模で形成されて
いた。
【重複関係】　古墳周溝との重複により北側部分を欠失する。
【出土遺物】　３６点・２，３３９ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。石器
は、チャートの剥片１点がある。土器は、２０７点・４，００１ｇ出土している。取り上げ方法は、平面・垂
直位置を記録した点あげ、一括扱いの両方がある。うちわけは、撚糸文系・条痕文系・羽状縄文系な
どである。このうち主体を占めるのは、条痕文系のもので全体のおよそ９８％あり、当該時期を２９２号
遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第４４０図１に、一括扱いのものを第４４０図２～１５・
第４４１図１６～４３に示した。１～３９は条痕文系深鉢形土器の口縁部および胴部破片、４０～４２は底部破片
である。４３は撚糸文系深鉢形土器の胴部破片である。
２９３号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｉ９－０２・０６
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸５．８３ｍ・短軸３．０９ｍ・深さ８８㎝。燃焼面３箇所。形状はアメーバ状（第４４２図）。
【覆土】　黒褐色土・暗褐色土などを主体とする。ローム粒・焼土粒などを含む層が多い。
【出土遺物】　２５点・２，８１０ｇの礫および礫石器が出土している。このうち８２．２％に被熱のあとがみら
れる。石器は、３点出土している。うちわけは、ノミ状石器１点・敲石１点・磨石１点である。土器
は、５０点・２，４９２ｇ出土している。取り上げ方法は、平面・垂直位置を記録した点あげ、一括扱いの
両方がある。そのすべてが条痕文系のものであることから、当該時期を２９３号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第４４２図１・２、第４４３図３～１１に、一括扱いのも
のを第４４３図１２～１８に示した。１～１０・１２～１７は条痕文系深鉢形土器の口縁部および胴部破片であ
る。１は沈線による三角形区画内を押し引き沈線で充填、要所に円形文を施す。口唇部前面には刺突
をめぐらす。文様帯区画は二段の横位隆帯による。１０は現存器高１８１㎜・胴部最大径３２６㎜を測る胴部
破片である。１１は現存器高９０㎜・底径５８㎜、１８は現存器高２４㎜・推定底径７６㎜を測る底部破片である。
出土石器を第４４４図１９～２１に示した。１９は最大長６７㎜を測る無斑晶質安山岩製のノミ状石器である。
２０は最大長１０７㎜を測る砂岩製の敲石である。２１は砂岩製の磨石破片である。
２９４号遺構
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第４４２図　２９３号遺構実測図・遺物出土状況図および出土遺物実測図⑴

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考

1 黒色
2 黒褐色 多量のローム粒
3 暗褐色 多量の焼土
4 暗黒色 ローム粒
5 暗黒褐色 ローム粒
6 暗褐色 多量のローム粒
7 黒色 ロームブロック(大)

8 焼土・ロームブロック・黒
色土ブロック

9 焼土
10 ローム粒 焼土
11 黒褐色 多量のローム粒
12 黒褐色 ローム粒
13 褐色 焼土
14 暗茶褐色
15 黒褐色 ローム粒
16 暗褐色 多量のローム粒・ブロック
17 暗茶褐色 若干のローム粒
18 褐色 ローム粒・ロームブロック
19 暗茶褐色 多量の焼土粒
20 焼土
21 焼土（やや土が混合）
22 ローム焼土化
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第４４３図　２９３号遺構出土遺物実測図⑵
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【検出位置】　セ２８区Ｉ９－０６・０７
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸３．２９ｍ・短軸２．０４ｍ・深さ８４㎝。燃焼面３箇所。形状はアメーバ状（第４４５図）。
【覆土】　黒褐色土・暗褐色土などを主体とする。ロームブロック・ローム粒・焼土ブロック・焼土
粒などを含む層が多い。一部に貝層がみられる。貝層は遺構覆土の中心部に１箇所、更に東に１箇
所、長軸１５４・短軸５４・厚さ２４㎝ほどの規模で形成されていた。
【出土遺物】　１８点・１，６３２ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。土器
は、４７点・８６７ｇ出土している。取り上げ方法は、平面・垂直位置を記録した点あげ、一括扱いの両
方がある。うちわけは、撚糸文系・条痕文系などである。このうち主体を占めるのは、条痕文系のも
ので全体のおよそ９６％あり、当該時期を２９４号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第４４５図１～４に、一括扱いのものを第４４５図５～
１２に示した。５は条痕文系深鉢形土器の口縁部、１～３・６～１２は胴部の破片である。４は撚糸文系
深鉢形土器の胴部破片である。
２９５号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｉ９－０７・０８・１１・１２
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸３．４８ｍ・短軸２．７６ｍ・深さ８５㎝。燃焼面４箇所（第４４６図）。
【覆土】　黒褐色土・黒色土などを主体とする。ロームブロック・ローム粒・焼土粒などを含む層が多い。
【出土遺物】　３点・１１６ｇの礫および礫石器が出土している。このうちの２点には被熱のあとがみら
れる。石器は、軽石製品１点が出土している。土器は、１２３点・２，９０９ｇ出土している。取り上げ方法
は、平面・垂直位置を記録した点あげ、一括扱いの両方がある。遺物は遺構の東側、覆土の上層から
中層あたりで多く出土している。土器のうちわけは、撚糸文系・撚糸文系（無文）・条痕文系などで
ある。このうち主体を占めるのは、条痕文系のもので全体の９７．６％あり、当該時期を２９５号遺構の帰
属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第４４６図１～７に、一括扱いのものを第４４７図８～
２７に示した。１・２・８～１５は条痕文系深鉢形土器の口縁部、３～６・１６～２５は胴部の破片である。
７・２６・２７は撚糸文系深鉢形土器の胴部破片である。出土石器を第４４７図２８に示した。最大長４３㎜・
重さ４．９ｇを測る軽石製品である。
２９６号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｉ９－１０・１１
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸４．１５ｍ・短軸３．５８ｍ・深さ６８㎝。燃焼面２箇所（第４４８図）。
【覆土】　暗黒褐色土・暗茶褐色土などを主体とする。ローム粒を含む。
【その他】　周囲に竪穴状の掘り込みがある。
【出土遺物】　３０点・１，８１７ｇの礫および礫石器が出土している。このうち８５．６％に被熱のあとがみら
れる。石器は、２点出土している。うちわけは、石錐１点・敲石１点、このほか黒曜石の剥片１点が
ある。土器は、９２点・２，４３５ｇ出土している。取り上げ方法は、平面・垂直位置を記録した点あげ、
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第４４５図　２９４号遺構実測図および出土遺物実測図

第４４４図　２９３号遺構出土遺物実測図⑶

セクション位置：A－A'
No. 種別（土の混じり具合） 主体貝 その他の貝 備考
Ⅰ 混貝土層

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考

1 黒褐色 褐色土ブロック
2 暗褐色
3 汚い褐色 軟質
4 暗黒褐色
5 褐色
6 黒色土ブロック・多量のローム粒 焼土
7 暗褐色 焼土粒
8 暗黒茶褐色
9 暗褐色

10 やや暗い暗褐色
11 暗褐色 黒色土ブロック
12 ロームブロック主体・黒色土ブロック・若干の焼土粒
13 暗黒色土ブロック・ローム粒 焼土
14 ロームブロック・黒褐色土ブロック 焼土
15 暗黒褐色 褐色土ブロック
16 焼土
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第４４６図　２９５号遺構実測図・遺物出土状況図および出土遺物実測図⑴

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考

1 黒褐色
2 黒褐色 若干のローム粒
3 暗褐色
4 褐色 多量のロームブロック・ローム粒
5 黒色 多量のローム粒・ロームブロック
6 黒色 ローム粒
7 褐色 ロームブロック
8 暗黒褐色 ローム粒・ロームブロック
9 ロームブロック

10 暗黄色
11 焼土
12 黒色 ロームブロック
13 暗茶色
14 暗黄色 ロームブロック
15 ロームブロック・黒色土ブロック・焼土粒
16 黒褐色 若干の焼土
17 黒褐色・褐色
18 黒褐色 若干の焼土・褐色土
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第４４８図　２９６号遺構実測図・遺物出土状況図および出土遺物実測図⑴

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考

1 暗黒褐色 ローム粒
2 暗黒褐色 ローム粒・褐色土ブロック
3 暗黒褐色 若干のローム粒 密
4 焼土
5 暗黒褐色
6 褐色 ローム粒
7 暗茶色
8 暗茶褐色
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第４４９図　２９６号遺構出土遺物実測図⑵
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一括扱いの両方がある。うちわけは、撚糸文系・条痕文系・羽状縄文系・加曽利Ｅ式・加曽利Ｂ式な
どである。このうち主体を占めるのは、条痕文系のもので全体の９５．１％あり、当該時期を２９６号遺構
の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第４４８図１～４に、一括扱いのものを第４４９図５～
２８に示した。１は推定口径１７２㎜・現存器高２１８㎜・底径４８㎜を測る口縁部が緩やかな波状となる条痕
文系深鉢形土器である。細く深い沈線による区画内に刺突文を充填する文様を主とする。文様帯は楕
円刺突を付す横位二条の隆帯によって区分される。また口唇部前面には楕円刺突がめぐる。５～１１は
条痕文系深鉢形土器の口縁部、２・１２～２５は胴部、２６は底部の破片である。４・２７は撚糸文系深鉢形
土器の胴部破片である。２８は羽状縄文系・関山式深鉢形土器の胴部破片である。３は加曽利Ｂ式浅鉢
形土器の口縁部破片である。出土石器を第４４９図２９・３０に示した。２９は最大長２４．４㎜を測る黒曜石製
の石錐である。３０は砂岩製の敲石である。
２９７号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｉ１０－０１・０２・０６
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸７．９８ｍ・短軸２．８５ｍ・深さ１００㎝。燃焼面８箇所。形状はアメーバ状（第４５０図）。
【覆土】　暗黒褐色土・暗褐色土などを主体とする。ロームブロック・ローム粒・焼土粒などを含む。
【重複関係】　東側で２９８号遺構と重複する。
【出土遺物】　土器は、９１点・２，０５６ｇ出土している。取り上げ方法は、一括扱いのもののみである。
うちわけは、撚糸文系・条痕文系・羽状縄文系などである。このうち主体を占めるのは、条痕文系の
もので全体のおよそ９５％あり、当該時期を２９７号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第４５１図１～３０に示した。１～１１は条痕文系深鉢形土器の
口縁部、１２～２３は胴部の破片である。２４～３０は撚糸文系深鉢形土器の胴部破片である。
２９８号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｉ１０－０１・０２
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸２．４９ｍ・短軸２．４３ｍ・深さ６９㎝。燃焼面４箇所（第４５０図）。
【覆土】　黒褐色土・黒色土などを主体とする。ロームブロック・ローム粒・焼土粒などを含む。
【その他】　周囲に方形の竪穴状の掘り込みがある。
【出土遺物】　１２１点・５，９６７ｇの礫および礫石器が出土している。このうち９８．５％に被熱のあとがみ
られる。石器は２点出土している。うちわけは、打製石斧１点・磨製石斧１点、このほかチャートの
剥片２点がある。土器は、３１１点・５，５６０ｇ出土している。取り上げ方法は、一括扱いのもののみであ
る。うちわけは、撚糸文系・条痕文系・羽状縄文系などである。このうち主体を占めるのは、条痕文
系のもので全体のおよそ９５％あり、当該時期を２９８号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、主なものを第４５２図１～３１・第４５３図３２～３９に示した。１～１０は条痕
文系深鉢形土器の口縁部、１１～３４は胴部の破片である。出土石器を、第４５３図４０・４１に示した。４０は
最大長６４．９㎜を測る菫青石ホルンフェルス製の打製石斧である。４１は残存最大長５３㎜を測る閃緑ひん
岩製の磨製石斧である。下端の一部を研磨して刃部を作り出している。
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第４５０図　２９７・２９８号遺構実測図・遺物出土状況図

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考

1 暗黒褐色 多量のローム粒
2 暗黒褐色 若干のローム粒
3 暗褐色
4 暗茶褐色
5 暗褐色 褐色土ブロック・ローム粒
6 暗黒褐色
7 暗茶色 ローム粒土・ロームブロック
8 暗褐色
9 焼土

10 黒褐色
11 暗茶色 ローム粒
12 焼土
13 暗褐色 ロームブロック
14 暗褐色 多量のローム粒・若干のブロック
15 ロームブロック・焼土粒

セクション位置：B－B'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考

1 黒褐色
2 黒色
3 黒褐色 ローム粒
4 暗茶色
5 焼土粒
6 黒褐色
7 黒色
8 暗茶色
9 暗褐色

10 ロームブロック
11 黒褐色
12 焼土粒・ローム粒・褐色土
13
14 ロームブロック
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第４５１図　２９７号遺構出土遺物実測図
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２９９号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｉ１０－０５・０６・０９・１０
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸２．７６ｍ・短軸２．７６ｍ・深さ７２㎝。燃焼面４箇所（第４５４図）。
【覆土】　暗黒褐色土・暗黒色土などを主体とする。ロームブロック・ローム粒・焼土粒などを含む。
一部に貝層がみられる。貝層は遺構覆土の西部に、長軸５８・短軸３２・厚さ４㎝ほどの規模で形成され
ていた。
【重複関係】　古墳との重複により北側の一部を欠失する。
【出土遺物】　１６点・１，１５９ｇの礫および礫石器が出土している。このうち９４％に被熱のあとがみられ
る。石器は２点出土している。うちわけは、軽石製品１点・石皿１点、このほか無斑晶ガラス質安山
岩の剥片１点がある。土器は、１４４点・２，３８０ｇ出土している。取り上げ方法は、平面・垂直位置を記
録した点あげ、一括扱いの両方がある。うちわけは、撚糸文系・条痕文系・加曽利Ｂ式などである。
このうち主体を占めるのは、条痕文系のもので全体の９５．８％あり、当該時期を２９９号遺構の帰属時期
とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第４５４図１に、一括扱いのものを第４５４図２～７・
第４５５図８～２７に示した。２～８は条痕文系深鉢形土器の口縁部、１・９～２４は胴部の破片である。
２５は撚糸文系深鉢形土器の口縁部、２６は胴部の破片である。２７は加曽利Ｂ式深鉢形粗製土器の胴部破
片とみられる。出土石器を第４５５図２８・２９に示した。２８は最大長７７㎜・重さ２９．３ｇを測る軽石製品で
ある。２９はスコリア質安山岩製石皿の破片である。
３００号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｉ１０－１０
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸２．７７ｍ・短軸２．３０ｍ・深さ７５㎝。燃焼面２箇所。形状はアメーバ状（第４５６図）。
【覆土】　黒褐色土・暗褐色土などを主体とする。ロームブロック・ローム粒・焼土粒などを含む。
一部に貝層がみられる。貝層は遺構覆土の北東部に、長軸７０・短軸５０・厚さ２６㎝ほどの規模で形成さ
れていた。
【重複関係】　古墳周溝との重複により遺構中央の一部を欠失する。
【出土遺物】　３６点・１，７５３ｇの礫および礫石器が出土している。このうち９８．２％に被熱のあとがみら
れる。石器は２点出土している。うちわけは、楔状石器１点・軽石製品１点、このほか黒曜石・チャー
トなどの剥片３点がある。土器は、１９８点・３，１１１ｇ出土している。取り上げ方法は、平面・垂直位置
を記録した点あげ、一括扱いの両方がある。うちわけは、撚糸文系・条痕文系・羽状縄文系などであ
る。このうち主体を占めるのは、条痕文系のもので全体のおよそ９７％あり、当該時期を３００号遺構の
帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第４５６図１・２に、一括扱いのものを第４５６図３～
１３・第４５７図１４～３１に示した。１・３～８は条痕文系深鉢形土器の口縁部、２・９～２８は胴部、２９・
３０は底部の破片である。３１は羽状縄文系深鉢形土器の口縁部破片である。出土石器を第４５７図３２・３３
に示した。３２は最大長４９．４㎜を測る砂質頁岩製の楔状石器である。３３は最大長５７㎜・重さ３．８ｇを測
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第４５４図　２９９号遺構実測図・遺物出土状況図および出土遺物実測図⑴

第４５３図　２９８号遺構出土遺物実測図⑵

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考

1 暗黒褐色
2 暗黄色 ブロック
3 暗黒色 ローム粒
4 暗褐色 ローム粒
5 暗黄褐色 ロームブロック・ローム粒・ 焼土粒
6 暗褐色 多量のローム粒・焼土粒
7 焼土壁
8 焼土
9 褐色 ロームブロック・多量 の焼土粒
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第４５５図　２９９号遺構出土遺物実測図⑵
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第４５６図　３００号遺構実測図・遺物出土状況図および出土遺物実測図⑴

セクション位置：A－A'
No. 種別（土の混じり具合） 主体貝 その他の貝 備考
Ⅰ 混貝土層

セクション位置：A－A'
No. 土色 混入物 土のしまり 粘性 備考

1 黒褐色
2 暗黒茶褐色
3 黒色 ローム粒
4 暗褐色
5 暗褐色 ロームブロック・ローム粒
6 暗褐色 多量のローム粒・若干の焼土粒
7 黒褐色
8 黒色
9 黒褐色 多量のローム

10 暗茶褐色
11 暗褐色
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第４５７図　３００号遺構出土遺物実測図⑵
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る軽石製品である。
３０１号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｉ９－１６、Ｊ９－０４
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸２．８４ｍ・短軸２．０７ｍ・深さ４９㎝。燃焼面１箇所（第４５８図）。
【覆土】　黒色土・黒褐色土などを主体とする。ロームブロック・ローム粒・焼土粒などを含む。一
部に貝層がみられる。貝層は遺構覆土のほぼ中央部に、長軸９０・短軸７０・厚さ２０㎝ほどの規模で形成
されていた。
【出土遺物】　３１点・１，３２８ｇの礫および礫石器が出土している。このうち７６．２％に被熱のあとがみら
れる。石器は、２点出土している。うちわけは、石皿１点・軽石１点、このほか輝石安山岩（三紀）
の剥片１点がある。土器は、８８点・１，７７７ｇ出土している。取り上げ方法は、平面・垂直位置を記録
した点あげ、一括扱いの両方がある。遺物は覆土の中央部、基底面より浮いた覆土中層部から出土し
ている。土器のうちわけは、撚糸文系・条痕文系などである。このうち主体を占めるのは、条痕文系
のもので全体のおよそ９９％あり、当該時期を３０１号遺構の帰属時期とみる。
【遺物説明】　出土土器のうち、点あげしたものを第４５８図１・２・４・５に、覆土一括扱いのものを
第４５８図３・６～８に示した。１は条痕文系深鉢形土器の口縁部、２～６は胴部の破片である。７・
８は撚糸文系深鉢形土器の胴部の破片である。出土石器のうち主なものを、第４５８図９に示した。輝
石安山岩製石皿の破片である。
３０２号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｊ９－０８
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸２．５９ｍ・短軸１．９８ｍ・深さ７８㎝。燃焼面２箇所。形状はアメーバ状（第４５９図）。
【覆土】　黒褐色土・暗黒褐色土などを主体とする。ロームブロック・ローム粒、焼土粒などを含む。
この遺構内のものとする貝層サンプルが残されているが、その規模・厚さを示す図面記録がないため
詳細は不明。ボリュームとしては、水洗後重量で１０㎏程度のものである。
【重複関係】　北側は３１号住居跡と重複する。新旧関係は３０２号遺構が新。
【出土遺物】　８点・１２３ｇの礫が出土している。このうちすべてに被熱のあとがみられる。土器は、
２点・４０ｇ出土している。取り上げ方法は、覆土一括扱いのもののみである。うちわけは、撚糸文
系・条痕文系土器の破片である。いずれも図示できる状態の資料ではないが、このうち条痕文系の土
器をもって、当該時期を３０２号遺構の帰属時期とみたい。
３０３号遺構
【検出位置】　セ２８区Ｊ９－０８
【種別】　炉穴
【規模ほか】　長軸３．０１ｍ・短軸２．０４ｍ・深さ５２㎝。燃焼面３箇所。形状はアメーバ状（第４５９図）。
【覆土】　黒褐色土・黒色土などを主体とする。
【重複関係】　北側は３１号住居跡と重複する。新旧関係は３１号住居跡が新。南側の一部は後世のカク
ランにより欠失する。西側には３０２号遺構が隣接する。
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